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ⒸStudio Ghibli
市制施行５０周年を記念し、本市の
名誉市民である宮崎駿氏（スタジ
オジブリ）に描いていただいた市
のイメージキャラクターです。

こきんちゃん

/71
７
月　

日（
月
）

３１

納
期
限
の

お
知
ら
せ

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

国民健康保険税 ……………第１期分
後期高齢者医療保険料 ……第１期分
固定資産税・都市計画税 … 第２期分

小金井市 市制施行

周年

　これからも市と市民が共に成長・発展を続け、緑豊かな自然環境の中で、子どもたちの笑顔と共にすべての市民が地域に愛着を
持ち、より親しみやすくソフトなイメージを喚起することを目的に、上記のテーマを設定しました。

こきんちゃこきんちゃんん
ポロシャツポロシャツをを
限定販限定販売売

■販売開始日７月１０日（月）
■販売枚数１００着（先着順）
■販売価格３,３００円（税込）
■カラー黒・グレー
■サイズＳＳ〜３Ｌ（メンズサイズ）
 販売状況により、予約での受け付けに
なる場合があります
■販売場所・ 市観光まちおこし協会
（午前９時〜午後５時※土曜・日曜・祝
日を除く☎０４２−３１６−３９８０）
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【参考：５０周年（平成２０年）採用作品】

さくら・水・緑、
こがね輝く街

【参考：５０周年（平成２０年）採用作品】

テーマを踏まえ、誰にでもわかりやす
く、親しみやすい１５文字程度の文章を作
成してください。

【キャッチコピー】

%
%

%
%
%
%
%
%
%

■募集要領配布場所企画政策課（市役所本庁舎２階）、市役所第二庁舎
１階受付、情報公開コーナー（市役所第二庁舎６階）、おもな市内公共
施設、市ホームページ
■応募資格市内在住・在勤・在学または、小金井市にゆかりのある方
■選考方法市でそれぞれ５案程度に絞りこんだ後、市民投票により、各
１点の採用作品と各４点の入賞作品を決定します

■選考結果等市民投票を経て１２月ごろに発表します。採用作品には
５０,０００円相当の賞品、入賞作品には５,０００円相当の賞品を差し上げます
 ８月１８日までに、募集要領を確認のうえ、申込用紙に記載事項を明記
し、郵送、Ｅメールまたは直接、企画政策課企画政策係（〒１８４−８５０４住
所不要・市役所本庁舎２階☎０４２−３８７−９８００ s010199@koganei-
shi.jp）へ

申

糸

申 込 方 法

市制施行６０周年記念

【シンボルマーク】
テーマを踏まえ、誰にでもわかりやす
く、親しみやすいシンボルマークを作成
してください。

シンボルマーク、キャッチコピー大募集
　平成３０年１０月１日に小金井市は市制施行６０周年を迎えます。このことを記念して「シンボルマーク」と
「キャッチコピー」を募集します。斬新なアイデアや、ユニークな作品をお待ちしています。

JR 武蔵小金井駅JR武蔵小金井駅
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防
署

消
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市観光
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小金井
宮地楽器ホール

「かがやく 未  来 　
み らい

 笑  顔 きらめく　こがねいし」
え がお

募集
テーマ



29・7・1 2市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く）

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

【
①
非
常
勤
嘱
託
職
員

　

一
般
事
務
（
障
が
い
の
あ
る
方

対
象
）】

■
勤
務
時
間
週
４
〜
５
日
、
月
曜

〜
金
曜
日
、
週　

時
間
勤
務

３０

■
報
酬
月
額　

万
３
千　

円

１６

８００

■
資
格
等
要
件
以
下
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
方
▽
パ
ソ
コ
ン
操
作

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）
が
で
き

る
方
▽
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
（
愛
の
手
帳
等
）
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
お
よ
び
障
害
者

雇
用
促
進
法
第
２
条
第
１
号
に
掲

げ
る
障
が
い
者
▽
介
助
者
な
し
に

職
務
の
遂
行
が
可
能
な
方
▽
通
常

の
勤
務
時
間
（
週　

時
間
）
に
対

３０

応
で
き
る
方

■
募
集
人
数
若
干
名

■
要
項
配
布
・ 

７
月　

日（
木
）

１３

ま
で
に
職
員
課
へ
。
郵
送
の
場
合

申

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　自転車は近年、環境への配慮
や健康志向の高まりなどで手軽
で便利な乗り物として利用者は
増える一方です。
　その反面、市内での自転車が
関連する交通事故は増加してお
り、平成２８年中は交通事故全体
の４４％を占めています。市民一
人ひとりが交通安全に関心を持
ち、自転車安全利用五則を守
り、安全な運転を心掛け、交通
事故防止に努めましょう。
【自転車安全利用五則】
渇自転車は、車道が原則、歩道

は例外
渇車道は左側を徐行
渇歩道は歩行者優先で、車道寄
りを徐行
渇安全ルールを守る（飲酒運
転・二人乗り・並進の禁止、夜間
はライトを点灯、交差点での信
号遵守と一時停止・安全確認）
渇子どもはヘルメットを着用
 交通対策課交通対策係
（☎０４２−３８７−
９８５０）、小 金 井
警察署（☎０４２
−３８１−０１１０）
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a
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n

お
知
ら
せ

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

○は休日窓口開設日7月

ご
利
用
く
だ
さ
い

７
月
の
休
日
窓
口

■
開
設
時
間
午
前
９
時
〜
午
後
１

時■
開
設
窓
口
市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
２
日
の

み
）
、
納
税
課
（
２
日
の
み
）

※
一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
市
税

証
明
書
交
付
事
務
ほ
か
）
も
あ
り

ま
す

 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、
土
曜
・

０４２

３８７

日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代
表
（
☎

　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

問
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○
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○

は　

日
必
着

１２
【
②
非
常
勤
嘱
託
職
員

　

保
育
士
補
助
業
務
】

■
勤
務
時
間
週
５
日
、
月
曜
〜
金

曜
日
、
午
前
７
時
〜　

時
ま
た
は

１１

午
後
３
時　

分
〜
７
時
の
間
で
、

３０

１
日
１
時
間　

分
〜
３
時
間
勤

３０

務
、
週　

時
間
程
度
（
必
要
に
応

１５

じ
土
曜
日
の
勤
務
あ
り
）

■
報
酬
時
給
千　

円
２００

■
募
集
人
数
若
干
名

■
要
項
配
布
・ 

７
月
７
日（
金
）

ま
で
に
職
員
課
へ
。
郵
送
の
場
合

は
６
日
必
着

【
③
任
期
付
職
員　

保
育
士
】

■
勤
務
時
間
午
前
７
時
〜
午
後
７

時
の
間
で
１
日
７
時
間　

分
（
土

４５

曜
日
の
勤
務
あ
り
）

■
報
酬
月
額　

万
１
千　

円

２０

３６５

■
資
格
等
要
件
保
育
士
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

■
募
集
人
数
１
人

■
要
項
配
布
・ 

７
月
７
日（
金
）

ま
で
に
職
員
課
へ
。
郵
送
の
場
合

は
６
日
必
着

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

■
採
用
予
定
日
８
月
１
日
（
火
）

■
年
齢
要
件
等
▽
昭
和　

年
４
月

２７

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
（
③
を

除
く
）
▽
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん

 

要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申申

他

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

 

職
員
課
人
事
研
修
係（
〒　

儿
１８４

８
５
０
４
住
所
不
要
・
市
役
所
本

庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿
９
８
０

０４２

３８７

８
）

 
【
空
家
等
対
策
協
議
会

　

公
募
委
員
】

　

公
募
委
員
選
考
基
準
に
よ
り
、

次
の
方
々
を
選
任
し
ま
し
た
。

▽
百
瀬
和
浩
さ
ん
、
星
野
伸
之
さ

ん
（
い
ず
れ
も
公
募
市
民
）

 

地
域
安
全
課
地
域
安
全
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
０
６
）

０４２

３８７

【
第　

期
公
民
館
企
画
実
行
委
員

２４
（
東
分
館
）
】

　

公
民
館
企
画
実
行
委
員
選
出
要

綱
に
よ
り
、
次
の
方
を
委
員
に
選

任
し
ま
し
た
。

▽
稲
垣
芳
樹
さ
ん

 

公
民
館
本
館
（
☎　

儿　

儿
１

０４２

３８３

１
８
４
）

 　

市
で
管
理
し
て
い
る
街
路
灯
に

は
、
設
置
し
て
い
る
柱
に
左
図
の

よ
う
な
６ 
桁 
の
管
理
番
号
を
表
示

け
た

し
て
い
ま
す
。
街
路
灯
が
点
灯
し

て
い
な
い
と
き
は
、
管
理
番
号
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 　

ま
た
、
街
路
灯
の
中
に
は
商
店

会
が
管
理
し
て
い
る
も
の
や
東
京

都
が
管
理
し
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
街
路
灯
に
商
店
会
等
の
名

称
が
入
っ
て
い
れ
ば
そ
の
商
店
会

へ
、
東
京
都
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て

い
れ
ば
東
京
都
北
多
摩
南
部
建
設

事
務
所
小
金
井
工
区
（
☎　

儿　
０４２

３２６

儿
８
８
６
２
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

問委
員
選
任
結
果

問問街
路
灯
が
点
灯
し
て
い
な
い

と
き
は
ご
連
絡
を

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
住
民
票
を

有
す
る
全
て
の
方
に
１
人
１
つ
の

番
号
を
付
し
て
、
社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
の
分
野
で
効
率
的
に
情

報
を
管
理
し
、
複
数
の
機
関
に
存

在
す
る
個
人
の
情
報
が
同
一
人
の

情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
に
活
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
複
数

の
機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報

を
同
一
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を

行
う
た
め
の
基
盤
で
あ
り
、
社
会

保
障
・
税
制
度
の
効
率
性
・
透
明

性
を
高
め
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
利

便
性
の
高
い
公
平
・
公
正
な
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
社
会
基
盤

（
イ
ン
フ
ラ
）
の
こ
と
を
指
し
ま

す
。

　

な
お
、
取
り
扱
う
情
報
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
お
り
各
自

治
体
や
行
政
機
関
で
厳
重
な
管
理

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
適
正
な
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報

保
護
法
等
に
よ
り
、
各
種
保
護
措

置
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
情
報
連
携
の
開
始
】

　

税
の
手
続
き
や
年
金
、
医
療
保

険
、
雇
用
保
険
な
ど
の
社
会
保
障

の
手
続
き
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

利
用
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
７

月
か
ら
本
市
も
含
め
た
地
方
公
共

団
体
等
の
間
で
情
報
連
携
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
添

付
書
類
の
削
減
が
図
ら
れ
る
等
、

事
務
が
確
実
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
、
皆
さ
ん
の
負
担
が
軽
減
、
暮

ら
し
が
も
っ
と
便
利
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
は
当
面
の

間
、
試
行
運
用
期
間
と
す
る
旨
を

示
し
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
よ
る
情
報
連
携
が
本
格
運
用

さ
れ
る
ま
で
は
従
来
ど
お
り
添
付

書
類
の
提
出
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
連
携
の
開
始
と
合

わ
せ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
の
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

【
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
】

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
、
国
が

中
心
と
な
っ
て
運
営
・
構
築
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
、
情
報
連
携
に
際

し
、
個
人
情
報
の
や
り
取
り
の
記

録
な
ど
を
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
等

か
ら
確
認
で
き
る
個
人
用
サ
イ
ト

で
す
。
ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
パ
ソ
コ
ン

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
自
己

情
報
表
示
（
あ
な
た
自
身
の
情

報
）
や
情
報
提
供
等
記
録
表
示

（
や
り
と
り
履
歴
）
を
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
上
で
確
認
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
今
秋
を
目
安
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
専
用
ア
プ
リ
を

開
発
す
る
等
、
使
い
や
す
さ
が
改

善
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

【
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
設
置
】

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
運
用
開
始

に
合
わ
せ
、
パ
ソ
コ
ン
等
を
お
持

ち
で
な
い
方
や
操
作
が
苦
手
な
方

な
ど
、
ど
な
た
で
も
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、

７
月
中
旬
か
ら
総
務
課
情
報
公
開

係
（
市
役
所

第
二
庁
舎
６

階
）
に
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル

閲
覧
用
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
０
０
）

０４２

３８７

問

情情
報報
連連
携携
（（
ママ
イイ
ナナ
ンン
ババ
ーー
））

にに
関関
すす
るる
おお
知知
らら
せせ

情
報
連
携
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

情
報
連
携
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
））

に
関
す
る
お
知
ら

 

に
関
す
る
お
知
ら
せせ

い
。

※
連
絡
を
受
け
て
か
ら
修
理
ま
で

は
通
常
３
日
前
後
か
か
り
ま
す

 

交
通
対
策
課
交
通
対
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
５
０
）

０４２

３８７

 　

７
・
８
月
を
中
心
に
「
政
治
家

の
寄
附
禁
止
」
の
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。

【
政
治
家
は
贈
ら
な
い

　

有
権
者
は
求
め
な
い
】

　

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
者
お
よ
び
現

に
公
職
に
あ
る
者
）
が
選
挙
区
内

の
人
や
団
体
に
お
金
や
品
物
を
贈

る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
政
治
家
に
寄
附

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎

　

儿　

儿
９
８
８
１
）

０４２

３８７

問政
治
家
の
寄
附
は
禁
止

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
る
い
選
挙
の
実
現
を

問

  

７
月　

日
（
土
）
午
前
６
時　

１５

３０

分
〜
午
後　

時
１１

 

市
民
課
市
民
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
３
０
）

 　

７
月
中
旬
〜　

月
下
旬
に
行
う

１２

空
調
工
事
に
伴
い
、
事
務
室
移
転

作
業
を
行
う
た
め
、
７
月
６
日

（
木
）
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

※
７
日
は
通
常
の
休
館
日
で
す

 

図
書
館
本
館
（
☎　

儿　

儿
１

０４２

３８３

１
３
８
）

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

伴
う
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
の
停
止

時問図
書
館
本
館
臨
時
休
館

問

自自転転車車安安全全利利用用五五則則をを守守りり
自自転転車車乗乗車車中中のの交交通通事事故故ををななくくししままししょょうう

自転車安全利用五則を守自転車安全利用五則を守りり
自転車乗車中の交通事故をなくしましょ自転車乗車中の交通事故をなくしましょうう

職
員
募
集

マイナちゃん



市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

凡　例   日時 　  場所 　  内容 　  講師 　  対象 　  定員 　  費用 　  持ち物 　  申し込み 　  問い合わせ 　  その他 　  ホームページ 　  Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

29・7・13

問合先内　容ところと　き名　称

土地開発公社事務局
（☎０４２−３８７−９８５１）

資産（土地）の取得
について　ほか

市役所本庁舎３
階第一会議室

７月５日（水）
１４：００〜土地開発公社評議員会

地域福祉課地域福祉係
（☎０４２−３８７−９９１５）

新福祉会館建設基本
計画の策定について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

７月７日（金）
１８：００〜

（仮称）新福祉会館建設基
本計画市民検討委員会（※）

児童青少年課児童青少年係
（☎０４２−３８７−９８４７）委嘱状の伝達等市役所第二庁舎

８階８０１会議室
７月１０日（月）
９：４５〜児童館運営審議会（※）

ごみ対策課減量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）

清掃関連施設整備基
本計画について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

７月１０日（月）
１８：００〜

清掃関連施設整備基本計画
検討会議

介護福祉課包括支援係
（☎０４２−３８７−９８４５）

医療と介護の連携に
ついて等

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

７月１３日（木）
１９：００〜

在宅医療・介護連携推進会
議

地域福祉課地域福祉係
（☎０４２−３８７−９９１５）

計画策定に向けた検
討

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

７月２０日（木）
１８：３０〜

保健福祉総合計画策定委員
会

生涯学習課生涯学習係
（☎０４２−３８７−９８７９）

社会教育活動につい
て　ほか

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

７月２１日（金）
９：３０〜社会教育委員の会議

※保育あり（要事前申込）◆◆各種審議会等の開催日程◆◆

【
新
築
本
体
工
事
が
開
始
】

　
　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
で
進
め

ＪＲ
ら
れ
て
い
る
同
事
業
に
つ
い
て
、

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地
区
市

街
地
再
開
発
組
合
で
は
、
２
月
か

ら
解
体
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す

が
、
７
月
か
ら
新
築
本
体
工
事
が

始
ま
り
ま
す
。

　

同
組
合
で
は
、
当
該
工
事
に
当

た
り
、
搬
出
入
路
に
誘
導
員
を
配

置
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
安
全

対
策
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
権
利
変
換
計
画
の
変
更
に
係
る

縦
覧
】

　

同
組
合
で
は
、
同
事
業
に
係
る

権
利
変
換
計
画
の
変
更
に
係
る
縦

覧
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
施
行
区

域
内
の
土
地
ま
た
は
土
地
に
定
着

す
る
物
件
に
関
し
、
権
利
を
有
す

る
方
は
縦
覧
期
間
内
に
、
意
見
書

を
提
出
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
同

組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
縦
覧
期
間
６
月　

日
～
７
月　

３０

１３

日
 

同
組
合
（
本
町
６
儿
９
儿　

Ｎ
３５

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
会
館
３
階
☎　

儿　

儿

０４２

３１６

４
７
１
１
）

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く

り
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
６
２
）

０４２

３８７

 　

家
屋
の
増
改
築
や
修
繕
、
耐
震

補
強
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
造
、
太

所問住
宅
増
改
築
資
金
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度

陽
光
発
電
設
備
等
の
設
置
を
す
る

と
き
、
そ
の
資
金
の
一
部
の
融
資

あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
か
ら
融
資
を
決
定

す
る
ま
で
に
時
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
余
裕
を
持
っ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

 

▽
融
資
金
額
＝
工
事
見
積
額
の

　

％
以
内
で
、　

万
円
～　

万
円

８０

３０

４００

（
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
設
備

は
、　

万
円
～　

万
円
）
▽
貸
付

１０

４００

利
率
＝
年
２
・　

％
（
市
が
貸
付

７０

利
率
の
２
分
の
１
相
当
の
金
額
を

利
子
補
給
し
ま
す
の
で
、
本
人
負

担
は
１
・　

％
）
▽
返
済
＝
元
利

３５

均
等
償
還
で
、
借
入
額
に
応
じ

て
、　

年
以
内
に
返
済

１０

■
条
件
▽
市
内
に
１
年
以
上
居
住

し
、
増
改
築
す
る
家
屋
の
所
有
者

で
、
同
居
家
族
の
た
め
の
増
改
築

で
あ
る
こ
と
▽
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
▽
償
還
で
き
る
収

入
・
資
産
が
あ
る
こ
と
▽
借
地
権

利
者
の
場
合
、
土
地
所
有
者
の
承

諾
を
得
て
い
る
こ
と
▽
連
帯
保
証

人
が
い
る
こ
と
▽
工
事
が
平
成　
３０

年
２
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と

■
申
告
書
配
布
場
所
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

申
告
書
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
住
宅
係
（
市
役
所

第
二
庁
舎
５
階
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

６
１
）
へ

 
■
募
集
戸
数
２
戸

■
住
宅
名
①
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
小

金
井
（
緑
町
４
儿　

儿　

）
＝
２

１２

１６

Ｄ
Ｋ
（　

・　

平
方
㍍
。
３
階
。

５１

２８

２
人
世
帯
向
け
）
、
②
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
グ
リ
ー
ン
（
緑
町
３
儿
９
儿

８
）
＝
１
Ｄ
Ｋ
（　

平
方
㍍
。
２

２８

階
。
単
身
者
向
け
）

■
家
賃
①
２
万
７
千　

円
～
５
万

８００

内申高
齢
者
住
宅
入
居
者
募
集

４
千　

円
（
別
途
共
益
費
６
千　

６００

４００

円
）
、
②
１
万
３
千　

円
～
２
万

８００

７
千　

円
２００

■
入
居
予
定
日
８
月
上
旬
～
中
旬

■
申
込
資
格
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
方

❶　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
ま

６５
た
は　

歳
以
上
の
方
を
含
む　

歳

６５

６０

以
上
の
方
で
、
市
内
に
引
き
続
き

３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
（
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
①
は
単
身

不
可
）

❷
自
立
し
て
い
る
方
で
次
の
い
ず

れ
か
の
理
由
に
よ
り
、
代
替
え
の

住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な

方▽
１
年
以
内
に
立
ち
退
く
よ
う
に

求
め
ら
れ
て
い
る

▽
住
宅
の
老
朽
化
や
、
浴
室
が
な

い
な
ど
に
よ
り
、
安
全
や
衛
生
上

の
問
題
が
あ
る

▽
身
体
に
障
害
が
い
の
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
）

で
、
現
住
居
で
の
生
活
が
困
難
で

あ
る

▽
家
賃
が
収
入
月
額
（
年
間
所
得

か
ら
控
除
を
差
し
引
い
た
額
÷

　

）
の
４
割
を
超
え
、
支
払
い
に

１２困
窮
し
て
い
る

▽
原
則
と
し
て
、
親
族
の
保
証
人

が
い
る
こ
と

❸
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

 

▽
す
で
に
高
齢
者
住
宅
入
居
申

込
書
を
提
出
し
て
い
る
方
に
は
、

別
途
通
知
し
ま
す
の
で
、
再
度
申

し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
▽
今

回
の
住
宅
以
外
に
つ
い
て
も
常
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
▽
持
ち
家
の

方
は
、
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん

 

７
月　

日
ま
で
に
、
指
定
の
申

１０

込
用
紙
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で

配
布
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

直
接
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅

他申

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
６
１
）
へ

３８７

 　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
一

３０

定
の
条
件
を
満
た
す
私
道
を
所
有

す
る
方
は
、
申
請
に
よ
っ
て
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
平
成　
３０

年
度
以
降
非
課
税
扱
い
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
分
筆
し
て
道
路
と
な
っ

て
い
る
場
合
や
、
す
で
に
非
課
税

と
な
っ
て
い
る
私
道
は
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
告
期
限
平
成　

年
１
月　

日

３０

３１

 

市
所
定
の
申
請
書
（
資
産
税
課

で
配
布
）に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

私
道
求
積
図
を
添
え
て
、
資
産
税

課
土
地
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３

階
☎　

儿　

儿
９
８
２
１
）
へ

０４２

３８７

 　

小
・
中
学
校
施
設
の
一
部
を
、

市
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
開
放

し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
や

会
議
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
学
校
教
育
活
動
に
支
障

が
あ
る
場
合
は
、
利
用
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
開
放
時
間
▽
月
曜
～
金
曜
日
＝

午
後
６
時
～
９
時
▽
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
等
＝
午
前
９
時
～
午
後

９
時

■
開
放
施
設
・
定
員
▽
第
二
小
学

校
（
☎　

儿　

儿
１
１
４
２
）
＝

０４２

３８３

会
議
室
（　

人
）
▽
第
二
中
学
校

４０

（
☎　

儿　

儿
１
１
６
２
）
＝
会

０４２

３８３

議
室
（　

人
）
、
視
聴
覚
室
（　

３０

３０

人
）
、
和
室
（　

人
）

１０

 

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
構
成

す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど

 

事
前
に
庶
務
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
７
階
）
で
の
登
録
が
必
要
で

私
道
部
分
の
非
課
税

扱
い
の
申
請
を

申学
校
施
設
を
開
放

対他

す
。
た
だ
し
、
す
で
に
社
会
教
育

関
係
団
体
等
に
登
録
し
て
い
る
場

合
は
除
き
ま
す

 

利
用
の
１
か
月
前
～
２
日
前

に
、
直
接
、
各
学
校
へ

 

庶
務
課
施
設
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
７
１
）

 　

市
で
は
、
「
政
治
倫
理
の
確
立

の
た
め
の
小
金
井
市
長
の
資
産
等

の
公
開
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
提
出
さ
れ
た
市
長
の
資
産
等
補

充
報
告
書
、
所
得
等
報
告
書
お
よ

び
関
連
会
社
等
報
告
書
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
報
告
書
は
、
ど
な
た

で
も
申
請
の
う
え
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
日
７
月
３
日
（
月
）
か
ら

※
す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
る
資
産

等
報
告
書
等
は
、
７
月
３
日
以
前

で
も
閲
覧
で
き
ま
す

■
閲
覧
場
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
第
二
庁
舎
６
階
）

 

総
務
課
情
報
公
開
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
９
２
６
）

３８７
 　

市
で
は
、
雇
用
促
進
と
就
労
支

援
の
目
的
で
、
小
金
井
市
お
よ
び

近
隣
の
求
人
情
報
や
事
業
者
情

報
、
仕
事
に
関
す
る
講
座
・
イ
ベ

ン
ト
等
の
情
報
を
無
料
で
提
供
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

仕
事
を
お
探
し
の
方
、
求
人
を

す
る
事
業
者
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
求
人
情
報
、
事
業
者
情

報
の
登
録
・
閲
覧
の
利
用
料
は
無

料
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

申問市
長
の
所
得
等
報
告
書

な
ど
の
閲
覧

問ご
利
用
く
だ
さ
い

就
労
支
援
サ
イ
ト

こ
が
ね
い
仕
事
ネ
ッ
ト

携
帯
電
話
の
通
信
料
は
利
用
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

【
仕
事
を
お
探
し
の
方
】

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
利
用

し
て
、
求
人
情
報
を
簡
単
に
閲
覧

で
き
ま
す
。

【
事
業
者
の
方
】

　

サ
イ
ト
の
事
業
者
登
録
ペ
ー
ジ

か
ら
事
業
者
登
録
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

審
査
を
経
て
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
を
取
得
し
た
後
は
、
い
つ
で
も

求
人
情
報
等
の
登
録
・
変
更
・
削

除
が
で
き
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌh

ttp
:/

/w
w
w
.ko
gan
ei-s.n

et/

■
モ
バ
イ
ル
（
携
帯
電
話
）
版h

t

tp
://w
w
w
.ko
gan
ei-s.n

et/m
o

b
ile/

 

経
済
課
産
業
振
興
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）

３８７

携帯サイト用
ＱＲコード

問

武
蔵
小
金
井
駅
南

武
蔵
小
金
井
駅
南
口口

第
２
地
区
第
一

第
２
地
区
第
一
種種

市
街
地
再
開
発
事

市
街
地
再
開
発
事
業業

に
つ
い
て
の
お
知
ら

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せせ



29・7・1 4市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く）

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

　国民健康保険（以下「国保」）制度は、
加入する皆さんが負担し合う国保税と国
や都などの補助金を財源に、医療費の一
部を負担する助け合いの制度であり、将
来にわたり安定的に運営していく必要が
あります。
　また、国保加入者（被保険者）のうち、
介護保険第２号被保険者（４０歳以上６５歳
未満）に該当する方は、医療保険分、後
期高齢者支援金等分に加え介護保険分を
合わせて、国保税として納めていただい
ています。
　国保制度を円滑に運営できるよう、各
納期限内納付にご理解・ご協力をお願い
します。
軽減措置があります
【低所得世帯に対する軽減措置が拡充さ
れました】
　前年中の所得が一定額以下の世帯に対
して、均等割と平等割を減額（７割、５
割または２割）する軽減措置があります。
　平成２８年度分に引き続き、平成２９年度
分においても５割および２割減額の対象
世帯が拡大されました。
　なお、この措置は、世帯主と国保加入
者全員の市民税・都民税の申告、所得税
の確定申告等が済んでいないと受けるこ
とができません。
【非自発的失業者に係る軽減】
　解雇・倒産などの理由による非自発的
失業者の方（雇用保険受給資格者証の理
由欄の記載が「１１、１２、２１、２２、２３、３１、３２、
３３、３４」に該当し、離職年月日に６５歳未満
であった方）の国保税が軽減されます。
■軽減内容離職日の翌日（国保加入日）
の属する月から、その月の属する年度の
翌年度末までの間、前年の給与所得を
１００分の３０として、国保税を算定します。
■申請方法雇用保険受給資格者証を持参

のうえ、申請書（保険年金課で配布）を提
出してください。郵送での申請をご希望
の方は、係までお問い合わせください。
口座振替納付をお勧めします
　納付に当たっては、便利で確実な口座
振替をご利用ください。忙しくて納めに
行く時間がない方にもお勧めです。申し
込みは、口座のある金融機関等に預・貯
金通帳、金融機関等届出印を持参のうえ
手続きをしてください。
【保険年金課窓口での受け付け】
　保険年金課窓口でもキャッシュカード
で口座振替の申し込みができます。申込
書類の記入のほか、キャッシュカードの
暗証番号の入力等を行うため、本人の来
庁が必要です。取扱金融機関、キャッシ
ュカードの種類（ＩＣ専用カード等）に
よっては受け付けできない場合がありま
すので、事前にお問い合わせいただくか、
市ホームぺージをご覧ください。
減額免除・分割納付
　思わぬ事故や災害、病気、失業などや
むを得ない事情により納期限内に納めら
れないときは、お早めにご相談くださ
い。申請により国保税の減額免除や分割
納付が認められる場合があります。
【減額免除】
　納期限前の国保税が対象となります
（原則として納期限までに申請が必要で
す）。申請には、り災証明書、公共料金等
の領収書、収入・支出が記載されている
金融機関等の通帳等が必要です。
【分割納付】
　減額免除が認められない場合でも分割
納付等があります。
 税額の内容について＝保険年金課国民
健康保険係（市役所第二庁舎２階☎０４２
−３８７−９８３２）、納付について＝納税課
納税係（同３階☎０４２−３８７−９８２３）

問

　今年度の介護保険料の基準額
（第５段階）は、月額５,２００円（年
額６２,４００円）です。所得段階等
で保険料が異なりますので、送
付された納入通知書でご確認く
ださい。
シルバーパスの所得確認書類に
　７０歳以上の方は、介護保険料
納入通知書をシルバーパスの新
規発行や一斉更新（９月実施）の
際に、所得確認書類として使用
できます。再発行はできません
ので、大切に保管してくださ
い。
納付が困難な方は減免等の申請を
　災害による住宅や財産の著し
い損失、または、所属する世帯
の生計の中心になる方の死亡や
重大な障がい、長期入院、事業
の休廃止等で収入が著しく減少
したときは、第１号被保険者の
方の申請により、介護保険料の
減額・免除または徴収猶予をす
ることができる場合があります

ので、お早めにご相談ください。
　また、生計の困難な方も、次
のいずれかの条件で減額（２分
の１）の対象となります。（納
期限までに申請が必要です）
渇①〜③をすべて満たす場合
①第１号被保険者と生計を一に
する方の実収入総額（月額）が、
生活保護法に定められた生活扶
助基準額（月額）に満たないこと
②第１号被保険者の属する世帯
の主たる生計維持者の所得税・
市町村民税や医療保険の被扶養
者になっていないこと
③第１号被保険者の属する世帯
の預貯金額の総額が、生活扶助
基準額の１２か月以下であること
渇その方の属する世帯が、著し
い生活困窮にあると認められる
場合
 介護福祉課介護保険係・保険
料担当（市役所第二庁舎２階☎
０４２−３８７−９９２１）

問

納税・納入通知書等を
７月1 4日（金）に郵送します

国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料平成29年度 介護保険料（６５歳以上の介護保険料（６５歳以上の方方））

　保険料の納め方によって、通
知書が異なります。
特別徴収（年金天引き）の方
　平成２９年度後期高齢者医療保
険料賦課決定通知書（ピンク色
の封筒）を送付します。
　今回決定した保険料は１０月の
年金から天引きされます。
　４、６、８月の年金天引額は
平成２７年中の所得を基にした仮
徴収額ですが、１０月からの天引
額は平成２８年中の所得を基に改
めて計算した確定額です。天引
きされる額が変更になる場合が
ありますので、ご確認ください。
普通徴収（納付書）の方
　平成２９年度後期高齢者医療保
険料納入通知書（黄緑色の封
筒）を送付します。

　口座振替を希望する方は、同
封の後期高齢者医療保険料口座
振替依頼書に必要事項を明記の
うえ、ご利用の金融機関へお申
し込みください。
　来年度以降も口座振替の継続
を希望する方は、申し出が必要
となりますので、口座振替依頼
書の控えを保険年金課へご持参
ください。すでに申出書を提出
している方は不要です。
普通徴収（口座振替）の方
　平成２９年度後期高齢者医療保
険料賦課決定通知書（ピンク色
の封筒）を送付します。
 保険年金課高齢者医療係（市
役所第二庁舎２階☎０４２−３８７−
９８３４）

問

後期高齢者医療保険後期高齢者医療保険料料

国民健康保険国民健康保険税税

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
制
度
の
お
知
ら
せ

　
保
険
証
の
更
新

　

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担

（
一
部
負
担
金
の
割
合
）
は
、

毎
年
８
月
に
前
年
の
所
得
に
よ

り
見
直
し
ま
す
。
（
７
月
ま
で

は
前
々
年
の
所
得
に
よ
り
判
定

さ
れ
て
い
ま
す
）

　

一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
わ

る
方
に
は
、
７
月
末
ま
で
に
新

し
い
保
険
証
を
簡
易
書
留
で
送

付
し
ま
す
。
旧
保
険
証
は
同
封

す
る
封
筒
で
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

　

割
合
が
変
わ
ら
な
い
方
に

は
、
新
し
い
保
険
証
は
送
付
し

ま
せ
ん
。
現
在
お
持
ち
の
保
険

証
を
続
け
て
お
使
い
く
だ
さ

い
。

　
一
部
負
担
金
の 

　
割
合
に
つ
い
て

　

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
被

保
険
者
の
住
民
税
課
税
所
得

が
、　

万
円
以
上
の
方
の
一
部

１４５

負
担
金
の
割
合
は
３
割
で
す
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
１
月
２
日

２０

以
降
生
ま
れ
の
被
保
険
者
お
よ

び
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
賦

課
の
基
と
な
る
所
得
金
額
の
合

計
額
が　

万
円
以
下
の
場
合
、

２１０

１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
人
世
帯
で
収
入

が　

万
円
未
満
の
場
合
、
ま
た

３８３
は
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
の
被

保
険
者
（
被
保
険
者
で
な
い　
７０

歳
〜　

歳
の
方
を
含
む
）
の
方

７４

の
収
入
合
計
が　

万
円
未
満
の

５２０

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
１
割
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
基
準
収

入
額
適
用
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

※
住
民
税
課
税
所
得
は
、
「
市

民
税
・
都
民
税
納
税
・
税
額
決

定
通
知
書
」
の
課
税
標
準
額
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

　
減
額
認
定
証
の
更
新

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

で
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に

は
、
申
請
に
よ
り
、
入
院
時
の

食
事
代
や
保
険
適
用
の
負
担
が

減
額
さ
れ
る
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

交
付
し
ま
す
。

　

減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は

７
月　

日
で
す
。
現
在
交
付
さ

３１

れ
て
い
る
方
で
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
、
改
め
て
申
請
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
７
月

末
ま
で
に
新
し
い
減
額
認
定
証

を
送
付
し
ま
す
。
減
額
認
定
証

の
色
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
白

色
で
す
。

 

保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
４
）

３８７
問
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凡　例   日時 　  場所 　  内容 　  講師 　  対象 　  定員 　  費用 　  持ち物 　  申し込み 　  問い合わせ 　  その他 　  ホームページ 　  Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

29・7・15
印
鑑
登
録
を
す
る
方
へ

印鑑登録証
（黄色いカード）マイナンバーカード

市民課コンビニ交付サービス対応店
舗、市民課

証明書交付
場所

３００円コンビニ交付サービス対応店舗
＝２００円、市役所窓口＝３００円証明書手数料

印鑑登録証、申請
書の記入

マイナンバーカード、暗証番号
の入力（市役所で取得する場合
は申請書の記入も必要）

証明書交付時
の必要事項

本人または代理人本人のみ証明書交付を
受けられる方

苦情処理窓口（企画政策課男女共同参画室）
来庁・電話・ファクス・郵送等による苦情の申出・相談

市　　長
申出書

④
通知

②
依頼

①
報告

Ⓐ
調査

Ⓑ
助言
指導
是正勧告

③
調査、報告・意見
（助言・指導
　是正要望等）

▷　性別によって、差別
や不利益を受けた場合
などの人権侵害による
相談
　（例：セクハラがある
のに、会社が対策を講
じようとしないなど）

▷　市が実施する男女平
等や、男女共同参画に
かかわる施策への苦情

　（例：○○審議会委員
の男女の割合が偏って
いる、公文書に差別表
現があるなど）

▷　日常生活のいろい
ろな悩み相談（自分
自身の生き方・配偶
者等からの暴力・離
婚・仕事・子ども・
近所づきあいなど）

資料提出
説明苦情処理委員

男女平等推進審議会

市所管課
当該苦情関係機関等

女性総合
相談等
関係機関

※ⒶⒷは必要に応じて対応します

連
携

連 

携

市民（市内在住・在勤・在学)

申出者

男女平等に関する苦情処理のしくみ
 　

市
が
実
施
し
て
い
る
施
策
に
男

女
差
別
が
見
ら
れ
る
場
合
の
苦
情

や
、
市
民
生
活
を
営
む
う
え
で
差

別
的
な
扱
い
を
受
け
た
場
合
の
人

権
侵
害
に
よ
る
相
談
に
つ
い
て
申

し
出
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
必
要
が

あ
る
場
合
は
、
市
は
当
該
機
関
等

の
調
査
を
し
た
り
、
説
明
を
求

め
、
助
言
・
指
導
、
是
正
の
要
請

を
行
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い 

男
女
平
等
に
関
す
る

男
女
平
等
に
関
す
る 

「
苦
情
」・「
相
談
」
窓

「
苦
情
」・「
相
談
」
窓
口口

　

ま
た
、
苦
情
を
公
平
に
適
切
か

つ
迅
速
に
処
理
す
る
た
め
、
専
門

知
識
の
あ
る
男
女
平
等
苦
情
処
理

委
員
が
苦
情
処
理
を
行
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。
（
左
図
）

■
受
付
時
間
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
午
前
８
時　

分
～
午
後
５

３０

時
 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 

苦
情
・
相
談
申
出
書
（
企
画
政

策
課
男
女
共
同
参
画
室
、
公
民
館

各
館
、
図
書
館
本
館
に
あ
る
ほ
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

明
記
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

対申

は
直
接
、
企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
へ

■
苦
情
処
理
委
員
永
田
晴
夫
さ
ん

（
弁
護
士
）
、
井
爪
利
惠
子
さ
ん

（
男
女
平
等
問
題
お
よ
び
広
く
社

会
の
実
情
に
通
じ
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
熱
意
の
あ
る
者
）

 

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
制
度
に

該
当
す
る
か
不
明
な
場
合
は
、
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 　

原
則
金
曜
日
と
そ
の
ほ
か
月
に

他女
性
総
合
相
談
を

女
性
総
合
相
談
を 

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

１
回
、
女
性
総
合
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
（
市
報
毎
月　

日
号
に

１５

翌
月
の
開
催
日
を
掲
載
）
。
一
人

で
悩
ま
ず
、
困
っ
た
と
き
は
お
電

話
く
だ
さ
い
。

　

専
門
の
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
、
あ
な
た
の
お
話
を
じ
っ
く
り

お
聞
き
し
ま
す
。
他
の
専
門
機
関

の
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

午
後
１
時　

分
～
４
時　

分

３０

３０

（
要
事
前
申
込
）

 

市
民
相
談
室
（
市
役
所
第
二
庁

舎
１
階
）

■
相
談
方
法
面
談
ま
た
は
電
話
相

談
 

保
育
あ
り
（
１
歳
以
上
の
未
就

学
児
。
１
か
月
前
ま
で
に
要
事
前

申
込
）

 

電
話
で
、
企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
へ

 　

東
京
都
で
は
、
夫
婦
関
係
、
職

場
の
人
間
関
係
な
ど
、
男
性
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
日
時
月
曜
・
水
曜
日
午
後

５
時
～
８
時
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）

■
相
談
窓
口
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ

ラ
ザ
（
☎　

儿
３
４
０
０
儿
５
３

０３

１
３
）們

們
◇
共　

通
◇
們
們

 

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
５
３ 
　

儿　

儿
１
２
２

０４２

３８７

４
）

時所他申男
性
の
た
め
の

男
性
の
た
め
の 

悩
み
相

悩
み
相
談談

問

FAX

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

　

印
鑑
の
登
録
は
、
直
接
個
人
の

利
害
に
結
び
つ
く
た
め
、
市
で
は

特
に
慎
重
な
取
り
扱
い
を
し
て
い

ま
す
。
印
鑑
登
録
を
す
る
方
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
余
裕
を
持

っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
登
録
で
き
る
方
】

　

登
録
で
き
る
の
は
、
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、　

歳
未
満
の
方
お
よ

１５

び
成
年
被
後
見
人
の
方
は
、
登
録

で
き
ま
せ
ん
。

【
登
録
す
る
に
は
】

　

登
録
を
必
要
と
す
る
本
人
が
、

登
録
す
る
印
鑑
と
本
人
確
認
書
類

を
持
参
し
、
申
請
す
る
の
が
原
則

で
す
。

　

た
だ
し
、
本
人
が
、
病
気
や
そ

の
他
や
む
を
え
な
い
理
由
で
、
自

ら
申
請
で
き
な
い
と
き
は
、
本
人

の
自
署
、
押
印
し
た
「
委
任
の
旨

を
証
す
る
書
面
（
委
任
状
ま
た
は

代
理
人
選
任
届
）」（
ひ
な
形
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
と
、
本

人
の
印
鑑
、本
人
・
代
理
人
の
健
康

保
険
証
等
を
持
参
し
て
、
代
理
人

が
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

印
鑑
に
よ
っ
て
は
登
録
で
き
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
登
録
申
請
の
確
認
、
印
鑑
登
録

証
の
交
付
】

　

登
録
の
申
請
を
す
る
と
、
本
人

確
認
お
よ
び
本
人
の
意
思
に
よ
る

登
録
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
た

め
、
本
人
あ
て
に
、
郵
送
で
文
書

照
会
し
ま
す
。
そ
の
回
答
書
、
登

録
す
る
印
鑑
、
本
人
の
健
康
保
険

証
等
を
本
人
が
持
参
し
た
場
合
、

印
鑑
登
録
証
（
黄
色
い
カ
ー
ド
）

を
交
付
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
印

鑑
登
録
証
を
交
付
せ
ず
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
機
能
を
移
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
窓
口

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
で
交
付
を
受
け
る

場
合
は
、
回
答
書
、
登
録
す
る
印

鑑
、
委
任
状
（
代
理
人
選
任
届
）

と
本
人
・
代
理
人
の
健
康
保
険
証

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
登
録
手
数
料　

円
３００

【
本
人
確
認
】

　

本
人
が
自
ら
登
録
申
請
す
る
場

合
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
本

人
と
確
認
で
き
る
と
き
は
、
即
日

で
印
鑑
登
録
を
し
ま
す
。

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
官
公

署
発
行
の
顔
写
真
付
免
許
証
、
許

可
証
、
ま
た
は
証
明
書
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
を
持
参

し
た
と
き

▽
す
で
に
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る

本
人
以
外
の
方
が
、
印
鑑
登
録
申

請
証
の
保
証
欄
に
自
署
し
た
う

え
、
登
録
印
を
押
し
、
申
請
者
を

本
人
で
あ
る
と
保
証
し
た
と
き

（
保
証
人
が
小
金
井
市
以
外
に
お

住
ま
い
の
場
合
は
保
証
人
の
印
鑑

登
録
証
明
書
１
通
が
必
要
で
す
）

【
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
】

　

印
鑑
登
録
証
（
黄
色
い
カ
ー

ド
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
本
人
・

代
理
人
を
問
わ
ず
黄
色
い
カ
ー
ド

の
み
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
印

鑑
登
録
証
の
機
能
を
載
せ
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

は
、
窓
口
で
暗
証
番
号
の
確
認
が

必
要
で
す
の
で
、
本
人
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち

に
な
ら
な
い
と
き
や
申
請
書
の
記

載
に
誤
り
が
あ
る
と
き
に
は
、
発

行
で
き
ま
せ
ん
。

【
保
管
に
は
ご
注
意
を
】

　

印
鑑
登
録
証
は
、
登
録
印
鑑
と

別
々
に
保
管
す
る
な
ど
、
財
産
と

権
利
を
守
る
た
め
に
も
大
切
に
取

り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。
紛
失
し
た

と
き
は
、
直
ち
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
登
録
印
鑑
を

紛
失
し
た
と
き
も
、
忘
れ
ず
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
】

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
対
応

店
舗
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
で

き
ま
す
。
す
で
に
印
鑑
登
録
証
を

お
持
ち
の
方
は
、
事
前
に
、
印
鑑

登
録
証
の
機
能
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
移
行
す
る
申
請
が
必
要

で
す
。

 

市
民
課
市
民
係
（
市
役
所
第
二

庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿
９
８
３

０４２

３８７

０
）

問
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掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

コンピュータ処理の
個人情報

コンピュータ処理の
個人情報
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%
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　市では、行政の簡素・効率化
および市民の利便性向上のた
め、業務のＩＴ活用に段階的に
取り組んでいます。
　現在、市民の皆さんからの申
請や届け出を通じて収集された
個人情報をコンピュータにより
記録、処理しています。
　これらの個人情報は、個人情
報保護法、個人情報保護条例、
個人番号の利用並びに特定個人
情報の利用及び提供に関する条
例、個人番号の利用並びに特定
個人情報の利用及び提供に関す
る条例施行規則、電子計算組織
の管理運営に関する規則、電子
情報資産の安全管理対策に関す
る規程に基づいて取り扱い、プ
ライバシーが侵害されることが
ないよう細心の注意が払われて
います。
　また、７月から開始される社
会保障・税番号制度（マイナン
バー制度）における情報提供ネ

ットワークシステムによる情報
連携においても、関係する法令
等に従った適切な取り扱いに努
めています。
　情報の収集は必要最小限と
し、業務に関わりのない者が情
報に接することはできません。
　また、市内部での個人情報の
不正使用を監視するため、操作
履歴を記録しており、ご自分の
個人情報の利用状況について開
示請求が可能となっています。
さらに、マイナポータルを利用
すると個人情報が行政機関間で
どのようにやりとりされたかを
確認することができます。
　平成２９年７月現在、個人情報
をコンピュータで処理している
主な業務と記録項目は右表のと
おりです。詳しくは、市ホーム
ページをご覧いただくか、お問
い合わせください。
 情報システム課情報システム
係（☎０４２−３８７−９８２７）
問

コンピュータ処理の個人情報
主な記録項目業務名

共通項目、世帯主氏名、続柄、本籍、住民異動年月日、前住所、住
民票コード、国保被保険者記号番号、国民年金記号番号、国籍、在
留関係項目、マイナンバーなど

住民記録業務

個人番号、印鑑登録番号、登録年月日、異動事由・異動年月日、印
影、印鑑証明発行停止理由・停止年月日、印鑑登録照会年月日など

印鑑登録証明業
務

課税年度、納税義務者および世帯員共通項目、口座振替関係、収入
金額・所得金額、扶養関係、税額控除額、課税標準額、税額など

個人市・都民税
課税業務

（課税）所有者、口座振替関係、固定資産税額、都市計画税額、軽
減税額など
（土地）地目、地積、用途区分、路線評価関係、評価額、課税標準
額など
（家屋）種類、構造、床面積、建築年、評価額、軽減関係など

固定資産税課税
業務

（資格、賦課）共通項目、国保被保険者記号番号、特別徴収、普通
徴収、所得金額、税額、口座振替関係など
（給付）診療報酬関係、診療機関、決定点数、公費負担額、診療内
容など

国民健康保険業
務

国保被保険者記号番号、氏名または名称、住所または所在地、税目、
各税年税額、収入・未収入額、還付、督促・延滞金、口座振替関係
など

市税および国民
健康保険税収納
業務

入所児および保護者共通項目、入所年月日、保育料、保育園名、口
座振替関係など保育業務

氏名、住所、生年月日、登録番号、登録年月日、登録場所など図書館業務
共通項目＝氏名、住所、生年月日、性別
〈個人情報をコンピュータ処理しているこのほかの業務〉
住民記録関連業務・戸籍業務・国民年金業務・後期高齢者医療業務・介護保険業務・
心身障害者支援業務・児童手当業務・就学援助業務・住民基本台帳ネットワークシス
テム・公的個人認証・コンビニ交付サービス・情報連携関係業務（情報提供ネットワ
ークシステムおよび自治体中間サーバーを含む）など

 　

図
書
館
本
館
に
設
置
し
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
で
き
る

パ
ソ
コ
ン
で
、
国
立
国
会
図
書
館

の
「
歴
史
的
音
源
」
の
配
信
提
供

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
「
歴
史
的
音
源
」
と
は
、
１
９
０

０
年
初
頭
～
１
９
５
０
年
ご
ろ
に

国
内
で
製
造
さ
れ
た
Ｓ
Ｐ
盤
お
よ

び
金
属
原
盤
等
に
収
録
さ
れ
た
音

楽
・
演
説
等
、
約
５
万
点
の
音
源

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
も
の
で
す
。

音
源
に
は
落
語
、
長 
唄 
、
歌
劇
、

う
た

浪
花
節
、
歌
謡
曲
、
講
演
、
ジ
ャ

ズ
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
・
研
究
等
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 

図
書
館
本
館
（
☎　

儿　

儿
１

０４２

３８３

１
３
８
）

  　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委
員

（
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
）制
度
は
、

市
が
実
施
ま
た
は
関
与
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
全
般
に
つ
い
て
、
内
容

等
が
納
得
で
き
な
い
、
直
接
苦
情

を
言
い
に
く
い
な
ど
の
場
合
に
、

公
正
な
第
三
者
的
機
関
で
あ
る
福

祉
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
に
苦
情

等
の
申
し
立

て
や
相
談
を

す
る
こ
と
の

で
き
る
市
独

自
の
仕
組
み

歴
史
的
音
源
の
配
信
提
供

サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
を

問

ひ
ろ
ひ
ろ
ばば

福
祉
福
祉
のの

平
成　

年
度

２８

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整

委
員
制
度
の
運
営
状
況

で
す
。

　

福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
苦
情
等

を
受
け
る
と
、
市
や
関
係
者
か
ら

事
情
を
聴
く
な
ど
、
調
査
、
審
査

等
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
苦
情
等
に
理
由
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
市

長
に
対
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
見
直

し
を
勧
告
し
た
り
、
制
度
を
改
め

る
よ
う
意
見
表
明
し
ま
す
。

【
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は

　

次
の
方
で
す
】

▽
坂
井
愛
さ
ん
（
弁
護
士
）

▽
藤
田
太
郎
さ
ん
（
弁
護
士
）

【
寄
せ
ら
れ
た

　

苦
情
相
談
等
は
９
件
】

　

平
成　

年
度
中
に
福
祉
オ
ン
ブ

２８

ズ
マ
ン
が
対
応
し
た
苦
情
相
談
等

は
、
面
接
に
よ
る
も
の
が
９
件
で

し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
介
護
保
険
２

件
、
障
が
い
者
福
祉
４
件
、
生
活

保
護
３
件
で
し
た
。

　

福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
苦
情

等
の
内
容
を
丁
寧
に
聴
く
と
い
う

姿
勢
で
の
対
応
を
心
掛
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
例
に
応
じ
て
申
立
人
へ

の
説
明
や
助
言
、
市
の
担
当
部
門

等
へ
の
照
会
等
を
行
い
、
苦
情
の

解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
苦
情
申
し
立
て
の
方
法
】

　

事
務
局
に
事
前
に
苦
情
相
談
の

予
約
を
し
、
水
曜
日
の
午
後
１
時

～
５
時
に
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が

直
接
面
談
し
て
、
苦
情
等
を
お
聴

き
し
ま
す
。

　

な
お
、
苦
情
相
談
等
の
予
約
は

水
曜
日
以
外
で
も
電
話
等
で
事
務

局
職
員
が
受
け
付
け
、
日
程
を
調

整
し
ま
す
。

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委
員

事
務
局
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
８
階
☎

 

＝　

儿　

儿
１
２
２
５
）

０４２

３８３

問FAX

　次の期間、無料開園を実施します
ので、今夏の家庭節電も兼ねて、周
りより３℃ほど涼しい園内へ避暑に
来ませんか。
■期間７月１５日（土）～９月３０日
（土）午前９時～午後５時（入園は
４時３０分まで。火曜日は休園）
■所在地貫井南町３−２−２８
 ▷上記期間以外は、大人１００円、６０
歳以上と６～１４歳は５０円の入園料が
かかります▷園内には十分な数のベ
ンチがないため、必要に応じて敷物
等をご用意ください
 滄浪泉園管理事務所（☎０４２−３８５
−２６４４）、環境政策課緑と公園係
（☎０４２−３８７−９８６０）

他

申

出かけてみませんか

滄滄 浪浪 泉泉 園園
そそうう ろろうう せせんん ええんん

至立川 至新宿至新宿

警察署 市役所

市役所
第二庁舎滄浪泉園

入り口

多摩科学多摩科学
技術高校技術高校
多摩科学
技術高校

JR武蔵小金井駅

小
金
井
街
道



市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

凡　例   日時 　  場所 　  内容 　  講師 　  対象 　  定員 　  費用 　  持ち物 　  申し込み 　  問い合わせ 　  その他 　  ホームページ 　  Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

29・7・17

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

【大草原の小さな小屋
　小屋（ティピ）作り体験３】
 ８月２０日（日）、２６日（土）＝
宿泊、２７日（日）
 都立武蔵野公園くじら山と原っ
ぱ
 手作りの小屋に宿泊
 ２０歳以上の方を含むグループ、
親子（個人での参加も可）
 ５組（多数抽選）
 各日３００円（昼食代）、宿泊は
別途、大人＝１,０００円、子ども＝５００
円（１泊２食）
 ７月２８日までに、電話またはＥ
メールで、参加者全員の氏名・未
成年者の年齢・代表者電話番号と
メールアドレスを、わんぱく夏ま
つりの会「小屋作り体験申込」へ
【おやこキャンプ】
 ８月２６日（土）、２７日（日）１
泊２食
 都立武蔵野公園くじら山と原っ

時

所

内
対

定
￥

申

時

所

ぱ、同公園周辺の野川
 遊具遊び、水生生物観察、木工
作、宝さがしなど
 大人＝１,０００円、子ども＝５００円
 渇テント数３０張りまで受け付け
ます（多数抽選）渇未成年の方の
みでの宿泊はできません渇テント
等の貸し出しはありません
 ７月２８日（必着）までに、往復
はがきの往信用裏面に代表者の住
所・氏名・電話番号・参加人数
（大人・子ども）・テント数、返信
用表面に代表者の住所・氏名を明
記し、「わんぱく夏まつり・おや
こキャンプ申込」へ
−◇共　通◇−

 わんぱく夏まつりの会（〒１８４
−００１２中町１−２−５０大久保方☎
０７０−５５９８−８１９９ wanpaku-na 
tsu@jcom.home.ne.jp）
※この事業は児童館が業務協力し
ています

内

￥
他

申

問

糸

開放日施設名

木・土、９：３０〜１１：３０市立くりのみ
（☎０４２−３８３−１１８０）

水・金・土、９：３０〜
１１：３０（土は１１時まで）

市立わかたけ
（☎０４２−３８３−１１８１）

火・木、９：３０〜１１：３０市立小金井
（☎０４２−３８１−２２３７）

月〜金、９：３０〜１１：３０市立さくら
（☎０４２−３８３−１１８２）

火・木、９：３０〜１１：３０
（８月はお休み）

市立けやき
（☎０４２２−６０−０７７０）

開放日施設名
水、９：３０〜１１：３０
（７／１２〜８／３０はプ
ール遊びも行います）

ひなぎく
（☎０４２２−５５−４４１７）

月〜金、１０：００〜１２：
３０（８月はプール開放
もあります）

愛の園
（☎０４２−３２５−１０４５）

７／７、１４、９／８、
２２、２９、いずれも金曜
日１０：３０〜１１：３０　

貫井
（☎０４２−３８１−３５７５）

７／２９（土）１０：００〜
１２：００※

ひまわり
（☎０４２−３８３−２７８８）

月〜金、１０：００〜１１：３０
＝お散歩、１０：００〜１１：
００＝水あそび

また明日
（☎０４２−３８６−８２８０）

%
%

%
%
%
%　地域の皆さんに市内の認可保育施設を

開放し、園児や保育士との交流を通じ、

子育てのお手伝いをします。
　なお、雨天の場合の対応等、詳しくは直
接各保育施設にお問い合わせください。
 各保育施設問

みんなであそぼうほいくえん

※は要事前申込■園庭開放（７月〜９月。祝日を除く）

  

７
月　

日（
木
）午
後
１
時　

分

２０

３０

～
３
時　

分（
１
人　

分
程
度
） 

３０

３０

小
金
井
ひ
が
し
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー 
　

歳
以
上
の
要
支
援
・

６５

要
介
護
認
定
を
受
け
て
な
い
方
■

対
象
地
域
東
町
・
中
町
・
本
町
１

丁
目 

５
人
（
申
込
順
） 

７
月

１
日
か
ら
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

（
☎　

儿　

儿
６
５
１
４
）
へ

０４２

３８６

 
市
取
扱
分

◎
５
月
分

【
特
定
寄
附
】

◆
み
ど
り
と
公
園
基
金
に

▽
千
円
＝
リ
サ
イ
ク
ル
・
ガ
ー
デ

ン
バ
ザ
ー

社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎
４
月
分　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
一
般
寄
附
】

▽
一
万
円
＝
匿
名
▽
３
千　

円
＝

６５９

加
々
見
泰

【
特
定
寄
附
】

◆
交
通
災
害
等
遺
児
の
た
め
に

▽
千　

円
＝
本
町
六
丁
目
第
二
町

１２６

会
▽
千　

円
＝
梶
野
高
砂
会
▽　

４０

１１１

円
＝
匿
名
▽　

円
＝
若
葉
は
や
ぶ

１００

さ
子
供
会

◆
バ
ス
購
入
の
た
め
に

▽
９
千
円
＝
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
旅
行
自
主
サ
ー
ク
ル

   

市
内
在
住
で
、
お
子
さ
ん
が
私

立
幼
稚
園
等
に
通
園
し
て
い
る
方

介
護
予
防
相
談
会

時

所

対
定

申

善善
意意
のの

輪輪

予
防
接
種
等
保
健
衛
生
事
業
は
健
康
ガ
イ
ド
へ ・

どど
もも

子子

育育
てて

子子
私
立
幼
稚
園
等

就
園
奨
励
費
・

保
護
者
補
助
金
を
支
給

対

■
支
給
金
額
平
成　

年
度
の
市
民

２９

税
所
得
割
額
に
応
じ
て
支
給
金
額

が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保

育
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
）

ま
た
は
在
園
す
る
幼
稚
園
等
で
配

布
す
る
補
助
金
の
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い 

平
成　

年
７
月
１

２９

日
現
在
、
幼
稚
園
等
に
通
園
し
て

い
る
場
合
は
、
幼
稚
園
等
を
通
じ

て
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

各
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、

２９

小
金
井
市
に
住
民
票
が
な
か
っ
た

方
は
、
平
成　

年
度
市
民
税
課
税

２９

（
非
課
税
）
証
明
書
ま
た
は
納
税

通
知
書
の
写
し
も
必
要
で
す
※
７

月
２
日
以
降
に
入
園
す
る
場
合

は
、
保
育
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い 

保
育
課
保
育
係
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
４
６
）

 
【
育
児
支
援
ヘ
ル
パ
ー
】

　

出
産
直
後
で
あ
っ
て
介
助
す
る

方
が
い
な
い
家
庭
や
多
胎
の
家

庭
、
育
児
が
困
難
な
状
況
に
あ
る

家
庭
に
対
し
、
相
談
に
応
じ
な
が

ら
、
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

 

市
内
在
住
で
出
産
・
退
院
後
２

か
月
以
内
の
方
（
多
胎
出
産
の
場

合
１
年
以
内
の
方
） 

１
時
間
千

円
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
は
無

料
） 

申
請
書
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
※
申
請
書

は
同
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

【
子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
】

　

保
護
者
の
方
が
、
傷
病
、
看
護
、

冠
婚
葬
祭
、
出
張
、
育
児
疲
れ
、

育
児
不
安
な
ど
で
、
子
ど
も
を
養

育
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と

申

問子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

実
施
事
業
の
ご
紹
介

対

￥

申

順
） 
　

円
（
材
料
費
） 

保
育

５００

あ
り
（
２
歳
以
上
。　

人
。
要
事

１０

前
申
込
） 

７
月
３
日
か
ら
、
電

話
ま
た
は
直
接
、
公
民
館
東
分
館

（
☎　

儿　

儿
４
４
２
２
）
へ

０４２

３８４

  

７
月　

日
（
金
）
午
前　

時
～

２１

１１

　

時　

分 

公
民
館
東
分
館 

市

１１

３０

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
０
～
２

歳
児
と
保
護
者 
　

組
（
申
込

２０

順
） 

７
月
１
日
か
ら
、
電
話
ま

た
は
直
接
、
図
書
館
東
分
室
（
☎

　

儿　

儿
４
５
５
０
）
へ

０４２

３８３

  

７
月　

日
（
水
）
、　

日
（
木
）

２６

２７

午
前
８
時　

分
～
正
午 

図
書
館

３０

￥

他

申

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
お
は
な
し
会

時

所

対

定

申
小
学
生
の
一
日
図
書
館
員

を
募
集

時

所

緑
分
室 

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
校
５
・
６
年
生 

各
日
５
人

（
多
数
抽
選
） 

７
月
１
日
～　
１４

日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
図
書

館
緑
分
室
（
☎　

儿　

儿
７
３
０

０４２

３８７

２
）
へ

  

８
月　

日
（
月
）～　

日
（
水
）

２１

２３

午
前
９
時
～　

時 

シ
ル
バ
ー
人

１１

材
セ
ン
タ
ー
本
町
作
業
所
（
本
町

６
儿
５
儿　

） 
 

①
小
学
校
３

１６

～
６
年
生
＝
算
数
②
中
学
生
＝
英

語
・
数
学 

同
セ
ン
タ
ー
会
員 

①
②
合
わ
せ
て　

人
（
申
込
順
）

３０

 

７
月
３
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は

直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　
０４２

３８３

儿
６
１
４
１
）
へ

対

定
申

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

無
料
学
習
教
室

時

所
対
内

講

定

申

き
に
、
市
が
指
定
す
る
児
童
養
護

施
設
で
短
期
間
（
宿
泊
）
、
子
ど

も
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
か
ら
現
在
通
っ
て

い
る
市
内
の
保
育
園
や
学
校
へ
の

送
迎
も
可
能
で
す
。

 

市
内
在
住
の
２
歳
～
小
学
生 

１
泊
３
千
円
（
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
は
無
料
）
。
そ
の
他
実
費
負

担
あ
り 

申
請
書
に
必
要
事
項
を

明
記
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
※
申
請

書
は
同
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

【
虐
待
相
談
】

　

皆
さ
ん
の
周
り
で「
虐
待
か
な

？
」と
思
う
よ
う
な
出
来
事
が
あ

れ
ば
、
す
ぐ
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
者
の
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
※
虐
待
に
当
た
ら

な
い
場
合
で
も
責
任
は
問
わ
れ
ま

対

￥

申

せ
ん

■
虐
待
通
報
専
用
電
話
☎　

儿　
０４２

３２１

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
～
土
曜
日
午

前
９
時
～
午
後
５
時
■
フ
ァ
ク
ス

相
談 
　

儿　

儿
３
１
９
０
※
緊

０４２

３２１

急
時
は
、
児
童
相
談
所
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎ 
１  
８  
９ 
）
に
ご
連

い
ち 
は
や 

く

絡
く
だ
さ
い
。
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
（
☎
０
５
７
０
儿　

儿　

）

０６４

０００

へ

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒　

儿
０
０
１
５
貫
井
北
町
５

１８４

儿　

儿　

☎　

儿　

儿
３
１
６
１

１８

１８

０４２

３２１

 
　

儿　

儿
３
１
９
０
）

０４２

３２１

 　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

 

７
月　

日
（
土
）
午
前　

時
～

１５

１０

FAX

問FAXフ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

時

　

時 

保
健
セ
ン
タ
ー 

依
頼
会

１１員
＝
市
内
在
住
で
、
原
則
生
後　
５７

日
～
小
学
生
の
子
ど
も
と
同
居
し

て
い
る
方
▽
協
力
会
員
＝
援
助
活

動
に
関
心
の
あ
る　

歳
以
上
の
方

２０

（
協
力
会
員
講
習
会
へ
の
参
加
が

必
要
で
す
） 

保
育
あ
り
（
要
事

前
申
込
） 

７
月
１
日
か
ら
、
電

話
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１
７
０

０４２

３２０

１
＝
日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
へ

  

７
月　

日
（
土
）
午
前　

時
～

２２

１０

正
午 

公
民
館
東
分
館 

中
村
光

児
さ
ん
（
日
本
ゴ
ム
銃
射
撃
協
会

理
事
長
） 

市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
生
と
保
護
者 
　

組
（
申
込

１０

所

対

他
申

親
子
対
象
講
座
儿
夏
休
み

ゴ
ム
て
っ
ぽ
う
工
作
教
室

科
学
の
力
で
命
中
率
を

あ
げ
よ
う
！

時

所

講

対

定

第４３回わんぱく夏まつ第４３回わんぱく夏まつりり
参加者募参加者募集集
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時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

東
京
都
・
子
供
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
６
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１１日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後　

時
１１

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
・
医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３
聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

　

市
で
は
子
ど
も
が
自
由
な
発
想

で
自
由
に
遊
べ
る
冒
険
遊
び
場

（
プ
レ
ー
パ
ー
ク
）
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
７
月
は
大
掃
除
、
プ
レ

パ
鍋
等
を
実
施
し
ま
す
。

 

７
月　

日
〜　

日
＝
い
け
と
お

２５

２７

が
わ
大
掃
除
、　

日
＝
く
じ
ら
山

２８

大
掃
除 

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、

軍
手
、
着
替
え
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ

ュ
ー
ズ
、
網
※
お
昼
に
プ
レ
パ
鍋

を
食
べ
た
い
方
は
食
器
、
主
食
、

刻
み
野
菜
を
持
参

【
い
け
と
お
が
わ
プ
レ
ー

　

パ
ー
ク
】

 

毎
週
火
曜
・
水
曜
・
木
曜
・
土

曜
日
※
月
１
回
木
曜
日
の
乳
幼
児

向
け
野
外
親
子
ひ
ろ
ば
「
い
ち

ご
」
で
は
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す 

東
京
学
芸
大

学
プ
レ
イ
パ
ー
ク

 
【
く
じ
ら
山
プ
レ
ー
パ
ー
ク
】

 

毎
週
金
曜
日 

都
立
武
蔵
野
公

園
く
じ
ら
山

 
時

持

時

所

小学校小学校

幼稚園幼稚園水車が目印水車が目印

連雀通り
連雀通り

武蔵小金井駅→武蔵小金井駅→
正門正門

中
学
校

中
学
校 新

小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

バス停バス停

バ
ス
停
バ
ス
停

東京学芸
大学
東京学芸
大学

東
門
東
門

プ
ー
ル
門

プ
ー
ル
門

体
育
館

体
育
館

時

所
南小南小

はけの道はけの道

東八道路東八道路

くじら山くじら山

小金井新橋小金井新橋

野川野川

←二中←二中

バ
ス
停
バ
ス
停

都立武蔵野公園都立武蔵野公園

畑畑

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

午
前　

時
〜
午
後
５
時
（
荒
天

１０

中
止
）
※
当
日
の
開
催
状
況
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同
事
業
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.ko

gan
ei-yu

.n
et/p
layp

ark

）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い 
　

歳
未
満
の
児
童

１８

と
保
護
者 

午
前　

時
〜
午
後
２

１０

時
を
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
、
午

後
２
時
〜
５
時
を
小
・
中
・
高
校

生
世
代
が
主
に
使
用
す
る
時
間
と

し
て
、
年
代
ご
と
の
利
用
に
配
慮

し
て
い
ま
す 

開
催
状
況
、
行
事

内
容
に
つ
い
て
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ

が
ね
い
子
ど
も
遊
パ
ー
ク
（
☎　
０８０

儿
６
８
８
０
儿
９
８
０
９
）
、
事

業
に
つ
い
て
＝
児
童
青
少
年
課
児

童
青
少
年
係
（
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

４
７
）

  　

糖
尿
病
を
中
心
と
し
た
生
活
習

慣
病
予
防
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

 

７
月　

日
（
木
）
午
後
１
時　

２７

３０

分
〜
３
時 

前
原
暫
定
集
会
施
設

 

友
利
直
樹
さ
ん
（
市
医
師
会
会

員
） 
　

人
（
申
込
順
） 

７
月

５０

３
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

 　

簡
単
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
レ
シ
ピ
を
学
び
、
ド
ラ
イ
カ
レ

ー
と
ヘ
ル
シ
ー
ス
イ
ー
ツ
を
作
り

ま
す
。

 

８
月
５
日
（
土
）
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時　

分 

保
健
セ
ン
タ
ー

３０

時

対
他

問

噛噛噛健康課噛噛噛
（保健センター）

（貫井北町５−18−18）

健
康
ガ
イ

健
康
ガ
イ
ドド

◆
健
康
課
健
康
係

（
☎　

儿　

儿
1
2
4
0
）

042

321

健
康
講
演
会

生
活
習
慣
病
予
防

儿
糖
尿
病
を
中
心
に

時

所

講

定

申

　

代
か
ら
の
理
想
の
カ
ラ
ダ

２０づ
く
り
講
座
儿
調
理
実
習

時

所

 
　

〜　

歳
で
市
内
在
住
・
在
勤

２０

３９

の
方 
　

人
（
申
込
順
） 

７
月

１８

３
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

８
月
７
日
（
月
）
午
後
１
時
か

ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１
時　

分

１５

３０

か
ら
（
終
了
は
３
時
ご
ろ
） 

保

健
セ
ン
タ
ー 

お
お
む
ね　

〜　
１６

２７

週
の
妊
婦
の
方 
　

人
（
申
込

２０

順
） 

７
月
３
日
か
ら
、
電
話
で

健
康
課
へ

 
【
２
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

８
月　

日
１７

（
木
）
午
後

２
時　

分
〜

４５

４
時　

分 
１５

お
お
む
ね
６

〜
７
か
月
児

の
保
護
者 

　

人
（
申
込
順
）

１５【
３
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

８
月　

日
（
木
）
午
後
１
時　

１０

３０

分
〜
３
時　

分 

お
お
む
ね
８
〜

３０

　

か
月
児
の
保
護
者 
　

人
（
申

１１

１８

込
順
）們

們
◇
共　

通
◇
們
們

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

管
理
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
義
、

試
食
な
ど 

母
子
同
室
で
す 

７

月
３
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

 　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
簡
単

ラ
ン
チ
作
り

や
楽
し
く
体

を
動
か
す
運

動
を
、
親
子

一
緒
に
学
び

ま
す
。

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ
】

 

８
月　

日
（
土
）
午
前
９
時　

１９

３０

分
〜
午
後
０
時　

分
４０

対

定

申

妊
婦
歯
科
健
診

時

所

対

定

申
離
乳
食
教
室

時

対定

時

対

定

所

内

他

申

親
子
健
康
教
室

時

【
ふ
れ
あ
い
体
操
】

 

８
月　

日
（
土
）
午
前
９
時　

２６

３０

分
〜
午
後
０
時　

分
１０

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

小
学
生
と
父

親 
　

組
（
申
込
順
） 

７
月
３

１５

日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

８
月
３
日
、　

日
、　

日
の
い

１７

２４

ず
れ
も
木
曜
日
午
前
９
時
か
ら

（
受
け
付
け
は
９
時　

分
ま
で
）

１５

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

歯
磨
き
練

習
、
栄
養
講
話
な
ど
※
む
し
歯
予

防
教
室
受
講
後
、
希
望
者
は
引
き

続
き
歯
科
健
診
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
終
了
は　

時　

分
ご

１１

３０

ろ
） 

平
成　

年
１
月
生
ま
れ

２７

（
２
歳
６
か
月
）
〜　

年
７
月
生

２８

ま
れ
（
１
歳
）
の
子
ど
も
※
転
入

等
で
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
い
る
場

合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い 

各
日

　

人（
申
込
順
） 

７
月
３
日
か

１２ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

時所

対

定

申

む
し
歯
予
防
教
室

時所

内

対

定

申

メ
ガ
ネ
を
か
け
る
と 

近
視
が
進
む
？

　

日
本
人
の　

％
以
上
は
近
視

５０

だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
い
ま
や

国
民
病
と
も
い
え
る
近
視
で
す

が
、
発
症
時
期
が
低
年
齢
化
し

て
お
り
、
最
近
で
は
小
学
校
低

学
年
か
ら
視
力
が
低
下
し
て
い

る
児
童
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
小
型
ゲ
ー
ム
機
の
普
及

に
よ
る
生
活
環
境
の
変
化
が
原

因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
視
を
矯
正
す
る
場
合
、
一

般
的
に
は
メ
ガ
ネ
装
用
が
第
一

選
択
と
な
る
わ
け
で
す
が
、「
メ

ガ
ネ
を
掛
け
始
め
る
と
近
視
が

進
ん
で
視
力
が
ど
ん
ど
ん
悪
く

な
る
の
で
、
掛
け
さ
せ
た
く
な

い
」
と
感
じ
て
い
る
保
護
者
の

方
も
少
な
く
な
く
、
実
は
最
近

の
研
究
で
も
、
こ
れ
が
事
実
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

身
体
の
成
長
期
で
も
あ
る　
１０

代
は
、
眼
球
も
進
展
し
や
す

く
、
そ
も
そ
も
近
視
が
進
み
や

す
い
時
期
で
も
あ
る
の
で
す
が

（
眼
球
の
奥
行
き
が
進
展
す
る

と
近
視
は
進
行
し
ま
す
）
、
通

常
の
メ
ガ
ネ
を
掛
け
て
い
る
お

子
さ
ん
に
比
べ
て
、
オ
ル
ソ
ケ

ラ
ト
ロ
ジ
ー
（
夜
寝
て
い
る
間

だ
け
装
用
す
る
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
）
や
累
進
屈
折
力
メ
ガ
ネ

で
矯
正
し
て
い
る
子
の
方
が
、

近
視
が
進
み
に
く
か
っ
た
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
最
近
で
は

そ
れ
ら
の
矯
正
法
を
選
ぶ
お
子

さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ガ
ネ
を
掛
け
た
り

外
し
た
り
し
て
い
る
と
目
が
さ

ら
に
悪
く
な
る
、
と
考
え
て
い

る
人
も
多
い
で
す
が
、
こ
れ
に

は
根
拠
が
な
く
、
む
し
ろ
近
く

を
見
る
と
き
は
メ
ガ
ネ
を
外
し

て
い
た
方
が
近
視
は
進
み
に
く

い
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

強
度
近
視
に
な
る
と
、
生
活

上
不
便
な
だ
け
で
な
く
、
緑
内

障
や
網
膜 
剥 
離
と
い
っ
た
重
大

は
く

な
目
の
病
気
に
な
る
確
率
も
高

く
な
り
ま
す
の
で
、
近
視
が
最

も
進
行
し
や
す
い
学
童
期
に
、

少
し
で
も
近
視
の
進
行
は
抑
え

て
お
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

小
金
井
市
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安
田　

佳
守
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　熱中症は、高温多湿な環境に長く
いることで、徐々に体の水分や塩分
のバランスが崩れ、体温調節機能が
うまく働かなくなり、体内に熱がこ
もった状態を指します。屋外だけで
なく室内にいるときにも注意が必要
です。目まい、立ちくらみ、手足の
しびれ、吐き気などの症状がみら
れ、重症化すると命にかかわること
もあります。なお、高齢者は暑さや
水分不足に対する感覚機能が低下し
ており、暑さに対するからだの調整
機能も低下しているので、特に注意
が必要です。
予防のポイント
【暑さを避ける】
　気温や湿度が高い日は適度に扇風
機やエアコンを使いましょう。遮光
カーテン、すだれ、打ち水を利用す
ることも有効です。また、外出する
際は日傘や帽子で直射日光を避ける
よう心掛けましょう。
【服装を工夫する】
　通気性のよい素材のものを選び、
襟元をなるべく緩めるなど、通気を

よくしましょう。
【こまめに水分補給をする】
　体温を下げるためには、しっかり
と汗をかくことが重要です。失った
水分と塩分は十分に補給しましょ
う。
【体調を考慮する】
　二日酔い、風邪、寝不足、食事を
取っていないなどの状態では、暑い
ところでの活動を控えましょう。
応急処置
　熱中症は早い段階での対応が重要
です。症状が現れたら、適切に処置
しましょう。
渇エアコンが効いている室内や風通
しのよい日陰など、涼しい場所へ避
難する
渇衣服をゆるめ、からだを冷やす
（特に、首の周り、 脇 の

わき

下、足の付け根など）
渇水分・塩分を補給する
渇自力で水が飲めない、
意識がないなどの場合は、すぐに救
急車を呼ぶ
 健康課問
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掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。

 

●小金井雑学大学　  有事の際の
対策を皆で考えよう＝７月２日
（日）、なぜ２０２０東京五輪のビジョン
づくりは失敗したか＝１６日（日）い
ずれも午後２時～４時 前原暫定集
会施設 １００円（資料代） 当日直接
会場へ 田中（☎０８０−５６４５−１４７７）
●女性のための講演会−より善く生
きるために　 ７月６日（木）午前
１０時～１１時４５分 小金井　宮地楽器
ホール大ホール 女性５人による、
よりよく向かう生き方の体験談 市
内在住・在勤・在学の方 ５７０人
（当日先着順） 無料 託児室あり
 （一社）実践倫理宏正会（☎０４２２
−２２−１４３１）
●税理士による税の無料相談「むさ
しの」　  ７月１１日（火）、８月８
日（火）いずれも午後１時３０分～４
時３０分（相談時間４０分） 武蔵野税
理士会館（武蔵野市中町１−２３−１７
−２Ｆ） ４組（申込順） ７月３
日～１０日に、電話で東京税理士会武
蔵野支部（☎０４２２−５５−２３１３）へ
●相続手続き・成年後見制度につい
ての無料相談会　 ７月１３日（木）
午前９時３０分～午後０時３０分 前原
暫定集会施設Ｂ会議室 ２０人（申込
順） 当日直接来場も可 ７月１日
～１２日に、電話で相続・後見シニア
サポート多摩・加藤（☎０８０−８０４９
−４９９４）へ
●昭和信用金庫ビジネスマッチング
交流会２０１７　 ７月１４日（金）
午前１０時～午後５時 新宿ＮＳビル
地下１階イベントホール（新宿区西
新宿２丁目） 販路拡大、新たな連
携先の発見等ビジネスチャンスをお
求めの方 当日直接会場へ 昭和信
用金庫（☎０３−３４２２−６６６７ http: 
//www.shinkin.co.jp/showa/）
●小金井さくら体操体験会　 ７月
１４日（金）午後２時～４時 小金井
ヘルス・ケア・マンション（桜町１
−９−２０） 理学療法士が運動のア
ドバイスや相談に応じます 市内在
住のおおむね６５歳以上の方 １０人
（申込順） ７月１日～１３日に、電話
または直接、同マンション（☎０４２
−３８３−２１３１）へ
●あなたは何を使って洗っています
か？　 ７月１５日（土）午前９時５０
分から 市民会館・萌え木ホール 
洗剤や柔軟剤等の基礎知識を学びま
す 長谷川治さん（洗剤・環境科学
研究会代表） ６６人（当日先着順） 
３００円（資料代） 多摩きた生活クラ
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ブ生協小金井石けんポイント・能勢
（☎０４２−３８３−６８４４）
●ｎｏｎｏｗａマーケット２０１７　
 ７月１５日（土）、１６日（日）午前
１０時～午後４時 コミュニティステ
ーション東小金井広場（梶野町５丁
目） 地元の新鮮な朝採れ野菜や多
摩エリアの絶品スイーツ、ジャム等
を販売 ㈱ＪＲ中央ラインモール（☎
０４２−３１６−４４１７）
●第８１回はけの森調査会・夏のト
ンボをさがそう！　  ７月１６日
（日）都立野川公園北門（二枚橋）
午前９時３０分集合～同公園内わき水
広場正午解散（雨天中止） １００円
（資料代等） 水筒、帽子、観察用
具（虫・魚網、虫入れ等）、水の中
を歩く靴 当日直接集合場所へ 同
調査隊・大橋（☎０４２−３８３−０２７２）
●カブト虫相撲大会小金井場所　 
７月１６日（日）午前９時４５分から 
公民館緑分館 １００人（申込順） か
ぶとむしの雄（当日３００円で購入も
可） ７月１日～１０日にファクスま
たはＥメールで住所・氏名・年齢・
電話番号を明記し、小金井桜を復活
する会・日並（☎ ＝０４２−３５２−
３１５５ info@kankyo-saisei.net）へ
●中央大学文化講演会−長寿高齢化
と低金利時代の金融法　 ７月１６日
（日）午後１時１０分から 市民会
館・萌え木ホール 福原紀彦さん
（同大学法科大学院教授） 市内在
住・在勤・在学の方 ９０人（当日先
着順） 無料 同講演会事務局・斉
藤（☎０４２−３８１−０２１２）
●第１０回おれんじコンサート−子
育てママの吹奏楽団　 ７月１７日
（祝）午後２時開演（１時３０分開場）
 武蔵野市民文化会館大ホール（ＪＲ
三鷹駅北口徒歩１３分） ヴェニスの
謝肉祭変奏曲、ライオンキングメド
レーほか 無料 当日直接会場へ 
マザーズバンドおれんじ・岡本（☎
０８０−６５６８−６４０９）
●小学生から楽しめるプラネタリウ
ム鑑賞会　 ７月２３日（日）午後３
時から 小金井ヘルス・ケア・マン
ション（桜町１−９−２０） 家庭用
星空投影機と生バンド演奏による鑑
賞会 小学生以上 １２人（申込順）
 ７月１日～１６日に、電話で同マン
ション（☎０４２−３８３−２１３１）へ
●ＮＩＣＴ夏休み特別公開　 ７月
２４日（月）、２５日（火）午前９時３０分
～午後５時（入場は４時３０分まで）
 国立研究開発法人情報通信研究機
構本部（貫井北町４−２−１） 研
究活動を紹介する見学ツアー、工作
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教室、体験コーナーほか 無料 同
機構本部（☎０４２−３２７−５３２２ http 
://www.nict.go.jp/）
●光る泥だんご作り　 芯作り＝７
月３０日午前９時３０分～正午、整形＝
８月２３日午前１１時～午後４時、磨き
＝２４日午前１０時～午後４時、いずれ
も１時間程度 都立武蔵野公園くじ
ら山 小学生以上 ４０人（申込順）
 ２,０００円 ７月１日～１５日に、電話
でこがねい子ども遊パーク・松下
（☎０９０−３８０５−１３２１）へ
●七夕公開講演会−ニュートリノで
探る宇宙　 ７月３１日（月）午後７時
１５分から 小金井　宮地楽器ホール
大ホール 梶田隆章さん（東京大学
宇宙線研究所長） 中学生以上 ４８０
人 無料 ホームページ（http:// 
www.kokuchpro.com/event/ta 
nabata2017）で 法政大学理工学
部創生科学科（☎０４２−３８７−６１１８）
●東京農工大学科学博物館企画展−
ヒトとロボット未来のカタチ　 ９
月９日（土）まで（日曜・月曜・祝
日を除く）午前１０時～午後５時（入

￥ 問

HP

時

所
対 定

￥ 申

時
所
講

対 定
￥ 申

問

時

館は４時まで） 無料 展示機器の
体験・デモンストレーション等も開
催。詳細はホームページで 同博物
館（☎０４２−３８８−７１６１ http://we 
b.tuat.ac.jp/~museum/）
 

●歩きませんか東京武蔵野ブルワリ
ーへ　  ７月１６日（日）雨天実施
①午前６時ＪＲ東小金井駅南口②６時
３０分市役所本庁舎③６時４５分貫井大
橋集合～９時４５分ごろサントリー武
蔵野工場正門前解散（距離約８.３㎞）
 ２００円（保険代） 当日直接各集合
場所へ 市ウオーキング協会・浜薗
（☎０４２−３８１−２２００）
●ジュニア弓道教室　 ７月２４日～
２６日、３１日～８月２日いずれも午前
９時～正午（全６回） 小金井神社弓
道場（中町４丁目） 中・高校生世代
 ２０人（申込順） 無料 弓具貸与 
７月１９日までに電話またはファクス
で氏名・性別・年齢・電話番号を明
記し、市弓道連盟・東（☎０９０−
６５４９−２７３３ ０４２−３８４−３４３５）へ

￥ 他

問

HP

スス ポポ ーー ツツス ポ ース ポ ー ツツ

時所

￥ 申
問

時

所
対

定 ￥ 他 申

FAX

 

■浅川清流環境組合議会　 ７月１９
日（水）午後２時から 東京自治会
館（府中市新町２−７７−１） 浅川
清流環境組合（構成市＝日野市、国
分寺市、小金井市）の組合議会 同
組合（☎０４２−５８９−０５５５）
■君も昆虫はかせになろう　 ７月
２２日（土）午前１０時～正午（９時５０
分までに受け付け。雨天中止） 野
川第一調整池北側あずまや（東町５
−２） 昆虫の観察 帽子、飲み物、
タオル、虫かご、虫網など 小学校
２年生以下は保護者同伴 当日直接
会場へ 都北多摩南部建設事務所工
事第二課（☎０４２−３３０−１８５０）
■夏休み処分場バス見学会　 ８月
４日（金）、１８日（金） 多摩地域在
住の小学校４～６年生（１８歳以上の
保護者同伴）、同地域在住・在勤・在
学の中学生以上の方 各日８０人（多
数抽選） ＨＰを参照のうえ、７月
１８日までに東京たま広域資源循環組
合（☎０４２−５９７−６１５２ http://ww 
w.tama-junkankumiai.com/）へ
■オルセースクールミュージアム　
 ８月５日（土）～１３日（日） 東
京電機大学中学校・高等学校 オル
セー美術館所蔵品の原寸高精細レプ
リカ約３０点を展示。生徒たちによる
ガイドツアーやイベント、模写体験
も実施 ５００円（高校生以下は無料）
 同学校（☎０４２２−３７−６４４１）
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■夏季生きもの観察会　 ８月６日
（日）午前１０時～正午 都立野川公
園自然観察センター前集合 ５０人
（多数抽選） 小学校３年生以下は
保護者同伴 ７月１４日までに、郵送
またはファクスで都北多摩南部建設
事務所工事第二課（〒１８３−０００６府
中市緑町１−２７−１☎０４２−３３０−
１８４５ ０４２−３６９−３８９０）へ
■子育て応援とうきょうパスポート
をご活用ください　 飲食店や百貨
店等で、粉ミルクのお湯やおむつ替
えスペースの提供、商品の割引など
のサービスを受けることができま
す。協賛店登録も受付中 都福祉保
健局子育て応援事業担当（☎０３−
５３２０−４１１５ http://kosodate.pa 
ss.metro.tokyo.jp/）
■子育て支援員研修の受講者募集　
 保育や子育て支援分野の事業に従
事するうえで必要な知識や技術等を
有する「子育て支援員」の養成研修
 ホームページを参照のうえ、都福
祉保健財団（☎０３−３３４４−８５３３ 
http://www.fukushizaidan.jp/1
11kosodateshien/）へ
■熱中症・水の事故にご注意を　夏
は、熱中症になる危険性が高まりま
す。室内でもこまめに水分補給を
し、扇風機やエアコンなどをうまく
利用しましょう。水遊びをする際は
子どもから目を離さず、大人が付き
添って遊ばせましょう。 小金井消
防署（☎０４２−３８４−０１１９）

時
所

定
他

申

FAX

内

問

HP

内

申

HP

問

後援事業 掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当課に記載
方法・締切日などを確認してください。

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）情情報報アア・・ララ・・カカルルトト情報ア・ラ・カル情報ア・ラ・カルトト



29・7・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 10

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。
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広
告
枠

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

 

▽
家
庭
婦
人
の
部
＝
８
月　

日
２７

（
日
）
▽
小
・
中
学
生
の
部
＝
９

月
３
日
（
日
）
い
ず
れ
も
午
前
９

時
か
ら 

総
合
体
育
館
大
体
育
室

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
主
将
会
議
７
月
９
日
（
日
）
午

後
４
時
か
ら
、
総
合
体
育
館
で 

７
月
１
日
～
９
日
に
、
電
話
で
市

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
段
（
☎　
０９０

儿
６
５
３
８
儿
７
６
３
６
）
へ

時

所

対

申

【
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
大
会
】

 

９
月
２
日
～　

月　

日
の
土

１１

２６

曜
・
日
曜
・
祝
日
午
前
８
時　

分
３０

～
午
後
５
時 

市
内
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
ほ
か 

市
内
在
住
・
在
学

の
小
学
生
チ
ー
ム
■
競
技
部
門
▽

小
学
校
３
～
６
年
生
の
学
年
別
の

部
▽
女
子
の
部
■
競
技
方
法
リ
ー

グ
戦
・
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
方
式
■
監

督
会
議
７
月　

日
（
日
）
午
後
７

２３

時
か
ら
、
総
合
体
育
館
会
議
室
で

 

７
月
１
日
～
９
日
に
、
所
定
の

用
紙
（
総
合
体
育
館
で
配
布
）
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
フ
ァ
ク
ス

で
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
小
学
部
・
松

田
（
☎　

儿
５
５
４
０
儿
５
０
８

０８０

９ 

０
４
２
２
儿　

儿
５
０
８

３３

９
）
へ

【
水
泳
大
会
】

 

９
月
３
日
（
日
）
午
前
８
時　
５０

分
～
午
後
７
時 

総
合
体
育
館
プ

ー
ル 

▽
小
学
生
＝　

種
目
▽

１８

中
・
高
校
生
、
一
般
＝　

種
目 

７２

時

所対

申
FAX

時

所

内

対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学

校
４
年
生
以
上
の
方
、
市
内
ス
ポ

ー
ツ
団
体
登
録
者 

７
月　

日
１８

（
必
着
）
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙

（
総
合
体
育
館
で
配
布
。
は
が
き

で
も
可
）
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
性
別
・
所
属

（
学
校
名
・
学
年
等
）・
出
場
競

技
種
目
を
明
記
し
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
体
育
協
会
「
水
泳
大
会

係
」
（
〒　

儿
０
０
０
１
関
野
町

１８４

１
儿　

儿
１
総
合
体
育
館
内
）
へ

１３

 

市
水
泳
協
会
・
宮
崎
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
９
６
５
）

３８３【
剣
道
大
会
】

 

９
月　

日
（
日
）
午
前
９
時
～

１０

午
後
５
時 

第
一
中
学
校
体
育
館

 

▽
小
学
生
＝
各
学
年
別
、
個
人

戦
▽
中
学
生
＝
各
学
年
別
、
個
人

戦
お
よ
び
団
体
戦 

市
内
在
住
・

在
学
の
小
・
中
学
生
■
競
技
方
法

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式 

７
月　

日
１５

（
必
着
）
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙

申

問時

所

内

対
申

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
海
軍

報
道
班
員
と
し
て
南
方
に
向
か

っ
た
日
本
画
家
・
伊
東
深
水
は
、

目
に
し
た
風
物
に
深
く
感
銘
を

受
け
、
ス
ケ
ッ
チ
を
制
作
し
ま

し
た
。
ス
ケ
ッ
チ
の　

点
ほ
ど

２７０

が
市
川
市
の
所
蔵
に
な
り
、「
南

方
風
俗
ス
ケ
ッ
チ
」と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、
深
水
従
軍

の
前
年
に
南
方
に
渡
っ
た
中
村

研
一
も
、
目
に
し
た
光
景
に
創

作
意
欲
を
刺
激
さ
れ
た
画
家
の

一
人
で
し
た
。

　

本
展
示
で
は
、
日
本
占
領
下

の
南
方
が
、
画
家
達
か
ら
ど
の

よ
う
な
視
線
を
向
け
ら
れ
て
い

た
の
か
、
そ
の
一
端
を
二
人
の

作
品
か
ら
見
渡
し
ま
す
。

 

７
月　

日
（
金
）
～
９
月　

２８

１０

日
（
日
）
午
前　

時
～
午
後
５

１０

時
（
入
館
は
４
時　

分
ま
で
）

３０

■
休
館
日
月
曜
日
■
観
覧
料
一

般　

円
、小
・
中
学
生　

円
（
障

５００

２００

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
付

き
添
い
の
方
一
人
は
無
料
）

 
【
雨
の
日
夕
立
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

　

会
期
中
の
雨
天
の
日
に
ご
入

館
頂
い
た
先
着
５
人
に
、
当
館

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　

担
当
学
芸
員
が
展
覧
会
の
内

容
や
作
品
に
つ
い
て
解
説
し
ま

す
。

 

８
月
５
日
（
土
）
、
９
月
２

日
（
土
）
午
後
２
時
～
２
時　
３０

分 

無
料
（
要
観
覧
券
） 

当

時

関
連
イ
ベ
ン

関
連
イ
ベ
ン
トト

時
￥

申

日
直
接
会
場
へ

【
レ
ク
チ
ャ
ー
＆
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ　

あ
の
頃
、
あ
の
場
所

の
お
茶
儿
画
家
と
南
方
と
お

茶
の
あ
れ
こ
れ
】

　

画
家
達
が
南
方
を
体
験
し
て

い
た
時
期
、
国
内
は
ど
の
よ
う

な
状
況
だ
っ
た
の
か
、
お
茶
を

通
じ
て
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ

う
。
お
茶
の
気
軽
な
楽
し
み
方

も
、実
践
か
ら
学
べ
ま
す
。

 

８
月　

日（
土
）午
後
１
時
～

２６

３
時 

馬
場
章
夫
さ
ん
（
全
国

茶
商
工
業
協
同
組
合
連
合
会
主

催「
日
本
茶
鑑
定
士
」） 
　

歳
１２

以
上
の
方 
　

人
（
多
数
抽

２０

選
） 

８
月　

日（
必
着
）ま
で

１８

に
、
往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
希
望
講
座

名
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢

（
学
年
）・
電
話
番
号
・
返
信
先

（
住
所
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
、
Ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
い
ず
れ

か
）
を
明
記
し
、
同
美
術
館
へ

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

市
立
は
け
の
森
美
術
館
（
〒

　

儿
０
０
１
２
中
町
１
儿　

儿

１８４

１１

３
☎　

儿　

儿
９
８
０
０
＝
午

０４２

３８４

前　

時
～
午
後
５
時 
　

儿　

１０

０４２

３８１

儿
５
２
８
１ 

s0
3
0
9
9
9
@
k

o
gan
ei-sh

i.jp

）

時

講

対

定

申

問

FAX

糸

（
総
合
体
育
館
で
配
布
ま
た
は
市

剣
道
連
盟
か
ら
取
り
寄
せ
）
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
郵
送
で
同
連

盟
・
古
池
（
〒　

儿
０
０
１
４
貫

１８４

井
南
町
４
儿
１
儿　

）
へ 

同
連

１７

盟
・
大
久
保
（
☎　

儿
５
４
６
７

０７０

儿
２
３
８
１
）

  　

外
国
の
方
と
日
ご
ろ
交
流
す
る

き
っ
か
け
の
な
い
方
も
、
気
軽
に

異
文
化
を
感

じ
ら
れ
る
機

会
で
す
。
ぜ

ひ
ご
観
覧
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
コ

ン
テ
ス
ト
の

審
査
時
間
に
懇
親
会
が
あ
り
ま

す
。

 

７
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
～

４
時 

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ
ー

ル 

当
日
直
接
会
場
へ 

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化
推
進
係
（
☎

　

儿　

儿
９
９
２
３
）

０４２

３８７

 　

食
品
リ
サ
イ
ク
ル 
堆 
肥
で
育
て

た
い

た
野
菜
を
収
穫
し
て
、
資
源
循
環

を
学
び
ま
せ
ん
か
。

 

７
月　

日
１８

（
火
）
、　

日
１９

（
水
）
い
ず
れ

も
午
前　

時
～

１０

　

時
、
午
後
３

１１時
～
４
時 

東

京
学
芸
大
学
環
境
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
内
実
験 
圃 
場 

各
回　

人

ほ

１５

（
申
込
順
） 

７
月
３
日
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
ご
み
対
策
課

清
掃
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階

☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）
へ

０４２

３８７

問

学
び
・
く
ら
し

第
５
回
小
金
井
市
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

時

所
申

問

野
菜
の
収
穫
体
験

時

所

定

申

eevveenntt
催
し

ス

ポ

ー

ツ

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

 ７月２２日（土）、２３日（日）
 同ホール
【おまつりアイテムをつくろう】
　うちわやぶんぶんこまなどを
作ってみましょう。
 午後１時～７時
 当日直接会場へ
【ハッピを着てハイ・ポーズ！
　記念写真コーナー】
　連のはっぴを着て、ご家族で
写真を撮りませんか。
 午後１時～９時
 当日直接会場へ
【ヒミツのらくがき横丁】
　大きな紙にみんなで落書きを
して作品を作ります。
 午後１時３０分から、２時４５分
から、４時から

時
所

時
申

時
申

時

 各回３０人（当日先着順）
 午後１時から整理券を配布し
ます
【懐かしのあそびコーナー】
　昔懐かしい射的で子どもも大
人も一緒に楽しもう。
 午後１時～５時（２２日のみ）
 当日直接会場へ
【子どものための「らくご」】
 ①午後３時から②４時３０分か
ら（いずれも２３日のみ）
■出演①東京農工大学落語研究
会②立川こはる（落語家）
 各回３０人（当日先着順）
 ②のみ午後１時から整理券を
配布します
−◇共　通◇−

 同ホール（☎０４２−３８０−８０７７）

定
他

時
申

時

定
他

問

小金井　宮地楽器ホール
小金井阿波おど小金井阿波おどりり
応援イベン応援イベントト

「えんにち「えんにち」」

南
方
よ
り
、
伊
東
深
水
か
ら

儿
市
川
市
所
蔵
「
南
方
風
俗
ス
ケ
ッ
チ
」

市
民
体
育
祭

第　

回
６９

市
立
は
け
の
森
美
術
館　

企
画
展
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U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

  

７
月　

日
（
木
）
午
後
７
時
～

２０

９
時 

東
小
金
井
事
業
創
造
セ
ン

タ
ー 

創
業
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
、
創
業
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る

方
を
対
象
と
し
た
、
創
業
者
の
講

演
お
よ
び
参
加
者
の
情
報
交
換
会

 

岡
田
正
宏
さ
ん
（
情
報
通
信
会

社
経
営
者
） 
　

人 

電
話
で
、

２０

創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

（
☎　

儿　
０４２

５２６

儿
７
７
６
６

＝
平
日
午
前

９
時
～
午
後

５
時
）
ま
た

は
、
同
カ
フ

ェ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
専
用
申

込
フ
ォ
ー
ム

（h
ttp
s://w

w
w
.w
eb
-tam

ash

in
.jp
/b
lo
o
m
/

）
へ

  

７
月　

日
（
水
）、　

日
（
土
）

１２

１５

午
前
９
時　

分
～
午
後
３
時 

環

３０

境
楽
習
館 

各
日　

人
（
申
込

１０

順
） 

千
円
（
材
料
費
） 

７
月

３
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

環
境
政
策
課
環
境
係
（
市
役
所
第

二
庁
舎
４
階
☎　

儿　

儿
９
８
１

０４２

３８７

７
）
へ

 　

５
分
間
で
お
薦
め
の
本
を
紹
介

す
る
書
評
ゲ
ー
ム
で
す
。

 

８
月
５
日
（
土
）
午
後
２
時
～

４
時 

公
民
館
貫
井
北
分
館
■
テ

ー
マ
夏
休
み
に
お
薦
め
の
一
冊 

小
学
生
以
上 

発
表
者
＝　

人
１０

（
申
込
順
）
、
観
覧
者
＝　

人
４０

（
当
日
先
着
順
） 

発
表
者
は
申

ミ
ニ
ブ
ル
ー
ム
交
流
カ
フ
ェ

時

所内

講

定

申

環
境
楽
習
館　

水
曜
ク
ラ

フ
ト
ワ
ー
ク
（
７
月
）

儿
古
着
で
作
る
布
ぞ
う
り

時

所

定

￥

申

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

　

ぬ
く
き
た

ｉｎ時

所

対

定
他

込
時
に
紹
介
す
る
本
（
市
立
図
書

館
所
蔵
の
本
の
み
）
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い 

７
月
１
日
か
ら
、
電

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
図

書
館
貫
井
北
分
室
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
５
６
１ 

n
u
ku
ikita-lib

@
k

cd
.b
iglo
b
e.n
e.jp

）
へ

  

７
月　

日
（
祝
）
午
前　

時
～

１７

１０

正
午 

公
民
館
緑
分
館 

北
池
智

一
郎
さ
ん
（
東
小
金
井
事
業
創
造

セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
代
表
） 

　

人
程
度
（
当
日
先
着
順
） 

図

３０書
館
緑
分
室
（
☎　

儿　

儿
７
３

０４２

３８７

０
２
）

  

７
月　

日
（
水
）
午
前　

時
～

２６

１０

正
午 

わ
が
ま
ち
の
魅
力
を
発
信

で
き
る
よ
う
な
講
座
の
企
画 

市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

当

日
直
接
会
場
へ 
 

公
民
館
本
館

申糸

子
ど
も
と
読
書
に
関
す
る

講
座
儿
学
校
で
教
え
て
く

れ
な
か
っ
た
３
つ
の
こ
と

時

所

講

定
問

ま
ち
づ
く
り
講
座
準
備
会

時

内

対申

所
問

（
☎　

儿　

儿
１
１
８
４
）

０４２

３８３

  

毎
月
第
１
月
曜
日
、
第
３
木
曜

日
午
前　

時　

分
～
午
後
２
時 

１０

３０

公
民
館
貫
井
北
分
館 

介
護
の
お

悩
み
相
談
、
お
し
ゃ
べ
り
、
囲
碁
、

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
手
芸
、
昔
あ

そ
び
な
ど 
　

円
（
お
茶
代
） 

１００

当
日
直
接
会
場
へ 

公
民
館
貫
井

北
分
館
（
☎　

儿　

儿
３
４
０

０４２

３８５

１
）

  

８
月
３
日
（
木
）～
５
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
前　

時
～
正
午 

文

１０

化
財
セ
ン
タ
ー 

Ａ
４
サ
イ
ズ
の

作
品
を
作
成 

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
高
校
生
世
代
以
上
の

方 

各
日
７
人
（
申
込
順
） 

千

円
（
材
料
代
） 

７
月
３
日
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
公
民
館
貫
井

北
分
館
（
☎　

儿　

儿
３
４
０

０４２

３８５

１
）
へ

認
知
症
カ
フ
ェ
ぬ
く
い
き
た

（
７
月
〜
９
月
）

時

所

内

￥

申

問

は
た
お
り
教
室

時

所

内対

定

￥

申

【
①
一
日
声
優
体
験
講
座
】

 

７
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日
（
木
）
午
前　

時
～

２７

１０

午
後
３
時 

声
の
プ
ロ
と
し
て
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躍
し
て
い
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講
師
か
ら
の
基
礎
的

な
指
導
お
よ
び
声
優
体
験
ほ
か

【
②
話
し
合
い
が
ま
と
ま
ら
な

　

い
、
そ
の
時
あ
な
た
は
…
】

 

８
月
４
日
（
金
）
午
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時
～

１０

午
後
３
時 

対
話
し
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が
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新
し

い
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値
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つ
く
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共

創
」
の
達
人
を
講
師
に
、
チ
ー
ム

力
の
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
「
話

が
ま
と
ま
る
コ
ツ
」
を
学
習

【
③
落
語
体
験
会
】

 

８
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日
（
火
）
午
前　

時
～

２２

１０

時

内

時

内

時

午
後
３
時 

東
京
農
工
大
学
落
語

研
究
会
の
小
ば
な
し
お
よ
び
簡
単

な
落
語
の
実
演
体
験

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

公
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市
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学
の
中
学
生
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歳
位
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方
（
③
は
小
学
校
１
年
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か
ら
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人
（
申
込
順
） 

７

１６

月
３
日
か
ら
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル

ま
た
は
直

接
、
公
民
館

貫
井
北
分
館

（
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０４２

３８５

儿
３
４
０
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　７月に、江戸時代から続く伝
統行事である「 牛  頭  天  王  祭 」と、

ご ず てん のう さい

夏の風物詩となっている夏祭り
「第２３回マリンスコーレ２１フェ
スティバル」が行われます。ぜ
ひ、お訪ねください。

 ７月１６日（日）＝牛頭天王祭、
２９日（土）、３０日（日）＝第２３
回マリンスコーレ２１フェスティ
バル
 三宅村観光産業課観光商工係
（☎０４９９４−５−０９２０）

時

問

三宅村 夏の催三宅村　夏の催しし

　「小金井の四季の観光写真コンクー
ル」の入賞作品２４点を展示します。入
賞作品すべてに審査員の寸評が付きま
す。ぜひ、ご鑑賞ください。
 ７月４日（火）～１０日（月）午前９
時３０分～午後５時（４日は午後２時か
ら。１０日は午後４時まで）
 小金井　宮地楽器ホールマルチパー
パススペース
 市観光まちおこし協会（☎０４２−３１６
−３９８０）

時

所

問
第６３回小金井の四季の観光写真コンクール
推薦受賞作品
「迫力の獅子舞」　 野武高行さん

公
民
館
貫
井
北
分
館

　
　
　

若
者
コ
ー
ナ
ー

小金井の
四季の観光写真展

第63回

　２回目の遺跡見学会を開催します。
出土した縄文土器（右下写真）や陶磁
器、新旧さまざまな時代の遺跡をご覧
いただけます。
 ７月１７日（祝）午前１０時～正午、午
後１時～３時
 渇入退場自由。解説員による案内あ
り。午前１０時１５分、１１時、午後１時１５
分、２時から。各回２０分渇雨天中止渇
入り口は南（連雀通り）側です
 当日直接会場へ
 生涯学習課文化財係
（☎０４２−３８７−９８７９）、
当日の問合先＝文化財
センター（☎０４２−３８３
−１１９８）

時

他

申
問

小
金
井
街
道

至新宿至新宿
至立川

イトーヨーカドー

JR中央線 JR武蔵小金井駅JR武蔵小金井駅

連雀通り

市役所第二庁舎

小金井
宮地楽器ホール
小金井
宮地楽器ホール

発掘現場

入り口

（仮称）本町六丁目遺跡の
追追 加加 開開 催催

遺遺跡跡見見学学会会遺跡見学遺跡見学会会
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掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 12

７
月
２
日（
日
）

７
月
９
日（
日
）

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

岡
山
小
児
科
医
院

小

貫井北町5―28―16
☎042―324―4792

学芸大
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科

整
神
内

内

リ 

ハ

東町3―12―11
☎0422―31―1220

東小金井駅

自動車
　教習所南口

西武多摩川線

脳
外

千
賀
皮
膚
科
ク
リ
ニッ
ク

皮
泌

本町1―18―10
小金井本町ビル4階
☎042―380―5611

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

梶野町4―11―13
☎0422ー53―5666

く
ろ
だ
内
科
医
院

循
内

消

東小金井駅
北口

三小 梶野町
交差点

コンビニエ
ンスストア

至梶野橋

梶
野
通
り

貫井北町1―18―5
グリーンヒルズ小金井1F
☎042―321―8204

坂
元
歯
科
医
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中央本線
電車庫

貫井北町
交差点

新
小
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道
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小金井小金井
保育園保育園
小金井
保育園 歯

科

中央本線

貫井北町
1丁目
交差点

中町2―1―35
マ・メゾン21―1Ｆ
☎042―386―3386

石
川
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ク

内
消
外 西武

多摩川線

交番ガソリン
スタンド

新小金井駅

連雀通り

東町4―16―21
☎042―388―4976

田
中
整
形
外
科

整
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ハ
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ウ

農工大通り
至東小金井駅南口

農協支店

連雀通り
交
番

新
小
金
井
駅 西
武
多
摩
川
線
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線
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線
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瀬
耳
鼻
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喉
科

耳

本町1―9―5
スカイラーク小金井ビル1F
☎042―384―1116

武蔵小金井駅

南口

農工大通り
小
金
井
街
道前原坂上

交差点

貫井南町5―20―13
☎042―381―6627
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田
内
科
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リ
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ク

内
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医院

貫井団地
薬局

貫井南町
二丁目

西の久保通り

新
小
金
井
街
道

至
貫
井
ト
ン
ネ
ル

循
内

腎
内

糖
内

東
小
金
井
歯
科 東町4―42―20

ブライトハイツ2F
☎042―385―8176

都営アパート
ストア

薬局
南口

東小金井駅

 
ともえ調剤薬局

（ ）本町1－5－12朝日パリオ
☎042－387－7911

 
フローラ薬局小金井店
（ ）貫井北町5－28－16

☎042－324－5903

 
たま調剤薬局（東町店）
（ ）東町3－11－18

☎0422－39－5778

 
薬樹薬局東小金井

（ ）東町5－27－12
☎042－386－5580

 
キタムラ薬局

（ ）本町1－8－12東栄ビル１階
☎042－384－8292
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　水深１２０～１５０㎝、２５ｍ、６コースの温水プール
です。
■開館時間午前９時～午後８時５０分（７月２８日～
８月２７日の金曜～日曜日は午前７時から開館）
■休館日毎月第１月曜日（祝日の場合は翌日）
 関野町１−１３−１（都立小金井公園内）
 渇１時間＝大人２００円、子ども（中学生以下）５０
円渇２時間＝大人４００円、子ども（中学生以下）
１００円

総合体育館温水プール

所
￥

※６０歳以上の方、障がいのある方とその付き添い
の方は、半額です
 ７月１７日（祝）～８月３１日（木）は、個人利用
のみとなります（市の主催事業等により、使用で
きるレーンを制限する場合があります）
 総合体育館（☎０４２−３８６−２１２０）
 

　水深１１０～１３０㎝、２０ｍ、４コースの温水プール
です。ジャグジー（噴流式気泡風呂）を備え、中
高年の方や障がいのある方の利用に適したプール
となっています。
■開館時間午前９時～午後８時４５分（７月２８日～
８月２７日の金曜～日曜日は午前７時から開館）
■休館日毎月第２月曜日（祝日の場合は翌日）
 中町２−２１−１（栗山公園内）
 渇１時間＝大人２００円、子ども（小・中学生）５０円
　渇２時間＝大人４００円、子ども（小・中学生）１００円
※６０歳以上の方、障がいのある方とその付き添い
の方は、半額です
 渇７月１７日（祝）～８月３１日（木）は、個人利
用のみとなります（市の主催事業等により、使用

他

問

栗山公園健康運動センタープール

所
￥

他

国営昭和記念公園レインボープー国営昭和記念公園レインボープールル

この券を切り取って公園窓口にお持ちにな
ると、プール料金（入園料含む）が割引と
なります。 （コピー不可）

孜キリトリ線

大人　　人・こども　　人・幼児　　人

大　人（15歳以上）
 2,500円→ 2,300円 （200円引き）

こども（小・中学生）
 1,400円→ 1,200円 （200円引き）

幼　児（4歳以上の未就学児）
 500円→ 400円 （100円引き）

・１枚で５人（３歳以下の人数は除く）ま
で、利用できます。
・ほかの割引券との併用はできません。
・午後２時以降は、お得なサンセットチケ
ットをご利用ください。

※有効期限は７／１５〜９／３のプール営業期間中です。

 

　個々のレベルに合わせて、原則的にマンツーマ
ン方式で指導します。
 ①７月２７日（木）、２８日（金）②８月１日（火）、
２日（水）、いずれも午前９時１０分～１１時３０分
 総合体育館プール
 市内在住・在勤・在学で障がいのある小学生以

障がい者（児）水泳教室

時

所
対

上２０歳未満の方
 各１８人（多数抽選）
 ７月６日（必着）までに、往復はがき（１人１通）
に住所・氏名・学校名・学年・性別・電話番号（緊急連
絡先）・身長・泳力・その他指導員に対する連絡事
項・希望日（①②のどちらか）を明記し、生涯学
習課スポーツ振興係「障がい者（児）水泳教室係」
（〒１８４−８５０４住所不要☎０４２−３８６−２４６２）へ

定
申

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

できるレーンを制限する場合があります）渇車で
の来場は、ご遠慮ください
 栗山公園健康運動センター（☎０４２−３８２−１００１）
 

　東京ドーム約１.４倍の広さに９種類のプール
があり、家族みんなで楽しい一日が過ごせます。
■営業時間７月１５日（土）～９月３日（日）午前
９時３０分から。終了は時期により次のように異な
ります
渇７月１５日～８月２０日＝午後６時３０分まで（７月
の平日は５時３０分まで）
渇８月２１日～９月３日＝午後６時まで（９月の平
日は５時まで）
 昭島市および立川市
■交通JR立川駅北口から徒歩１５分、JR西立川駅か
ら徒歩２分
 大人（１５歳以上）２,５００円、こども（小・中学生）
１,４００円、幼児（４歳以上の未就学児）５００円
※下記の割引券が利用できます。切り抜いて、直
接、公園窓口にお持ちください
 国営昭和記念公園（☎０４２−５２８−１７５１）

問

国営昭和記念公園レインボープール

所

￥

問

●小金井市民用●

①水着・水泳帽を着用してください。
②貴重品は持参しないでください。
③時計、ネックレス、ピアス、指輪など
装飾品は、プール内に持ち込まないでください。
④ネイルアート、整髪料等をつけている方、入れ
墨を露出している方のご入場はできません。
⑤おむつを着けているお子さんは利用できませ
ん。小学校３年生以下の方の利用には、保護者ま
たは高校生世代以上の付き添いが必要です。（付
き添い１人につき２人まで可。付き添いの方も水
着、水泳帽を着用）

⑥浮輪、ビーチボール等、用具の持ち込みはでき
ません。（備え付けの用具のみ使用可）
⑦プール入場の際は、十分シャワーを浴び、化粧
等をよく落としてください。
⑧中学生以下の利用時間は、午後６時までです。
（保護者または高校生世代以上の付き添いがいる
場合を除く）
⑨混雑しているときは、入場者を制限することが
あります。
⑩健康に留意し、体調の悪い方、心臓疾患等の持
病のある方は利用をご遠慮ください。

総合体育館・栗山公園健康運動センタープールでの注意事項

さあ夏だ！
プールに行こう
ささああ夏夏だだ！！
ププーールルにに行行ここうう

平　成
２９年度

国営昭和記念公園
レインボープール割引券

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

午前９時〜正午
午後１時〜５時薬薬局局薬薬局局

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります。

休日歯科診休日歯科診療療休日歯科診休日歯科診療療この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。
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受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

休 日 診休 日 診 療療休 日 診休 日 診 療療


